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表紙の写真

イタリア　トリノ
ドン・ボスコの事業発祥の地。
この建物の 3 階にドン・ボスコ
の居室とオフィスがあった。

サレジオ家族の皆様へMessage

サレジオ会日本管区長
アルド・チプリアニ神父

教育者ドン・ボスコに学ぶ
～ 2015.8.16　ドン・ボスコ生誕 200 周年に備える～

現在私たちはドン・ボスコの生誕

200 周年を祝う準備の 3 年間を

過ごしています。ドン・ボスコの誕生日、

8 月16 日から始まる準備の 2 年目は「ド

ン・ボスコの教育法を知る」ということ

がテーマになっています。

　ドン・ボスコにとって教育は、最初

に理論があってそれを実践したのでは

なく、自分の青少年への思いを実践し

ていく中で、その体験を説明するために

「ドン・ボスコの教育法」が理論化され

ました。この意味でドン・ボスコの教育

法はきわめて現実的で実用的なもので

す。ですから、私たちはドン・ボスコの

教育法を学ぶとき、その理論を知ること

はもちろんですが、その体験を知らなく

てはならないのです。

　ドン・ボスコの教育体験の出発点で

あるトリノのヴァルドッコでのオラトリオ

（子どもたちを集め、共に学び、遊び、

祈り、生活するところ）には、後にその

教育法の基礎となる要素が詰まってい

ます。サレジオ会の会憲は次のようにま

とめています。「ドン・ボスコは、最初

のオラトリオで典型的な司牧体験を積

んだ。このオラトリオは、青少年にとっ

て、迎え入れてくれる家、福音化の行

われる小教区（教会）、人生に備えさせ

てくれる学校、友人としてふれ合い、快

活に生きることを学べる運動場であった」

（サレジオ会の会憲　第 40 条）。

　ドン・ボスコの教育体験を知り、そ

こに立ち戻り、家（無条件に受け入れら

れ、安心していられる場）、小教区・教

会（神との関係を培い、人生の意味を

見いだす場）、学校（能力を伸ばし、社

会に貢献して生きるための技能・知恵を

学ぶ場）、運動場（共に分かち合い、生

きていく仲間との関係を築く場）という

4 つの要素が、私たちの青少年たちとの

出会いの現場で生き生きとよみがえり、

喜びの福音となることを願っています。

2012 年 6 月 24 日

ドン・ボスコの霊名である

洗礼者聖ヨハネの祭日に

時を超えて紡ぐ

「ドン・ボスコの風」について ─ 「ドン ･ ボスコの風」は、喜びを共にし、サレジオ家族の原点を見つめ、絆を深め、社会・世界に
羽ばたいて、その実りを分かち合うためのコミュニケーション誌を目指しています。ドン・ボスコの精神を多くの方 と々共有し、新しいつながりに
広げていくきっかけとしてご活用いただければ幸いです。皆様からの情報提供とご支援をよろしくお願いいたします。

ドン ･ ボスコとは？

「青少年の友」と呼ばれ、見す

てられた若者たちのために生涯

を捧げた神父。1815 年イタリア

生まれ、名前はヨハネ（イタリア

語でジョヴァンニ。ドン･ ボスコは

「ボスコ神父」の意味）。青少

年教育に献身するサレジオ会を

創立。1888 年帰天。

サレジオ家族とは？

ドン･ ボスコの精神を受け継ぐ修

道者・信徒・協力者たち。世

界 130 以上の国で、29 団体、

40 万人以上のメンバーが、学

校、教会、社会生活のさまざま

な場面で青少年や貧しい人々の

ために奉仕している。サレジアン

ファミリーとも呼ばれる。

「教育者ドン・ボスコ」を学ぶために─　おすすめの本

お求め・お問い合わせは……ドン・ボスコ社　TEL 03-3351-7041　FAX 03-3351-5430　ネットショップhttp://www.donboscosha.com/

ドン・ボスコ自叙伝

教皇の命令により執筆された自叙
伝。幼少期から彼の事業が軌道
に乗るまでの 40 年間の回想録。

ドン・ボスコ著　石川康輔訳
四六判　350頁　¥1,260

若者を育てる
ドン・ボスコのことば

「共にいる教育」、愛・道理・信仰
による「予防教育法」。若者がいき
いきと育つ教育法の秘訣が満載。

ガエタノ・コンプリ編著
四六判　237頁　¥1,050

マンマ・マルゲリタ
ドン・ボスコの母

母マルゲリタはドン・ボスコのも
とに集まる少年たちの母となった。
生涯を神にささげ、神のみ摂理に
すべてを委ねきった母の物語。

ピーター・ラッピン著　柳沼千賀子訳
四六判　288頁　¥1,260

Joyful Communication !

ドン・ボスコと少年たち
（1861 年、ドン・ボスコの一番古い写真）

ドン・ボスコの学び舎の家庭的雰囲気

倉澤麻莉香さん from 目黒星美学園小学校・中学校・高等学校

　野口洋一さん from 日向学院中学校・高等学校

本石拓也さん from サレジオ高専（旧育英工業高等専門学校）

　本石美春さん from サレジオ高専（旧育英工業高等専門学校）

Casa
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ト
リ
ノ
で
司
祭
と
し
て
の
第
一
歩

　

１
８
４
１
年
６
月
５
日
、
25
歳
の
ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
・
ボ
ス
コ
は
ト
リ
ノ
で
司
祭
に
叙じ
ょ

階か
い

さ
れ
、「
ド
ン
・
ボ
ス
コ
」（「
ボ
ス
コ
神

父
」
の
意
味
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ト
リ
ノ
教
区
の
司
祭
と
し
て
教
会
で

働
く
か
、
ま
た
は
貴
族
の
家
の
家
庭
教

師
に
な
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
ド
ン
・
ボ
ス

コ
は
霊
的
指
導
者
カ
フ
ァ
ッ
ソ
神
父
の
勧
め

に
よ
り
、
自
分
の
道
を
見
つ
け
る
時
ま
で
、

ト
リ
ノ
に
あ
っ
た
２
年
コ
ー
ス
の
「
コン
ヴ
ィ
ッ

ト
」
と
い
う
若
い
司
祭
の
た
め
の
研
修
所

に
入
っ
た
。
日
課
は
基
本
的
に
、
実
践
的

な
講
義
や
授
業
と
自
習
だ
っ
た
が
、
司し

牧ぼ
く

（
信
徒
を
導
き
育
て
る
）
体
験
の
機
会
も

与
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

当
時
の
ト
リ
ノ
は
産
業
革
命
の
時
代
に

入
っ
て
い
た
。
仕
事
を
求
め
る
若
者
が
街

に
あ
ふ
れ
て
い
た
が
、
職
が
な
く
、
搾さ
く

取し
ゅ

さ
れ
、
世
話
す
る
人
が
い
な
い
た
め
に
悪

の
道
に
走
っ
て
刑
務
所
に
入
る
若
者
も
多

か
っ
た
。
自
分
の
目
で
そ
の
現
実
を
確
か

め
た
若
い
ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
シ
ョッ
ク
を
受
け

た
。
９
歳
の
時
に
見
た
夢＊
１

が
心
に
浮
か
び
、

そ
の
現
状
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

ガ
レ
ッ
リ
少
年
と
の
出
会
い

　

12
月
８
日
、無
原
罪
の
聖
母
の
祝
日
に
、

ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
コ
ン
ヴ
ィ
ッ
ト
付
属
の
ア
シ

ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
会
で
、
バル
ト
ロ
メ

オ
・
ガ
レッ
リ
と
い
う
勤
労
少
年
と
出
会
っ

た
。
す
ぐ
に
彼
と
友
達
に
な
り
、
次
の
日

曜
日
か
ら
は
続
々
と
そ
の
友
達
が
つ
い
て
き

て
、
次
第
に
勤
労
少
年
の
集
団
と
な
っ
た
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
毎
日
曜
日
、
彼
ら
の
た
め

に
ミ
サ
を
た
て
、
よ
く
わ
か
る
説
教
を
し
、

正
し
く
生
き
る
こ
と
を
教
え
、
悩
み
を
聞

き
、
一
緒
に
遊
び
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
た
。
さ
ら
に
平
日
も
空
い
た
時
間
に
彼

ら
の
働
く
場
を
訪
れ
、
そ
の
状
況
を
見
て

主
人
に
会
い
、
生
活
の
問
題
を
解
決
す
る

よ
う
に
努
め
た
。
彼
は
こ
の
活
動
を
「
オ

ラ
ト
リ
オ＊
２

」
と
呼
ん
だ
。

移
動
オ
ラ
ト
リ
オ

　

さ
て
、
人
が
集
ま
れ
ば
、
そ
の
集
ま

る
場
所
が
必
要
だ
が
、
数
百
人
の
若

Chieri
Torino

Roma

★ イタリア北部ピエモンテ州　トリノ ★

トリノ
ピナルディの家

者
が
集
ま
れ
ば
ど
こ
か
ら
も
追
い
出
さ
れ

る
。
ミ
サ
の
た
め
な
ら
ど
こ
か
の
教
会
に

集
合
し
て
も
よ
い
が
、
遊
ぶ
場
所
は
問

題
で
あ
っ
た
。

　

ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
４
年
以
上
か
か
っ
た
。
①
ア
シ
ジ
の

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
会
と
コン
ヴ
ィ
ッ
ト
の
庭
、

②
バロロ
侯
爵
夫
人
の
事
業
地
、
③
鎖
の

聖
ペ
ト
ロ
教
会
（
古
い
墓
地
付
属
の
教
会

の
庭
）、
④
モ
ラ
ッ
シ
の
聖
マル
チ
ノ
教
会
、

⑤
モ
レッ
タ
神
父
の
家
の
部
屋
、⑥
フ
ィ
リ
ッ

ピ
兄
弟
の
庭
、
と
次
々
に
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。「
移
動
オ
ラ
ト
リ
オ
」
の
時

代
で
あ
っ
た
。

協
力
者
が
必
要

　

さ
ら
に
、
数
百
人
の
若
者
を
世
話
す
る

に
は
一
人
で
は
と
て
も
間
に
合
わ
な
い
。
ド

ン
・
ボ
ス
コ
は
次
第
に
自
分
の
周
り
に
協
力

者
を
集
め
た
。
理
解
を
示
す
神
父
、
学

校
の
先
生
、
年
長
者
の
教
え
子
た
ち
も
手

伝
っ
て
く
れ
た
が
、ほ
と
ん
ど
は
一
時
的
で
、

長
い
期
間
は
当
て
に
で
き
な
か
っ
た
。
真
の

協
働
者
を
養
成
す
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
か

ら
長
い
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。

資
金
も
必
要

　

当
然
、
お
金
も
か
か
っ
て
い
た
。
ド
ン
・

ボ
ス
コ
自
身
の
生
活
費
だ
け
で
な
く
、
し

ば
し
ば
収
入
の
な
い
少
年
を
助
け
る
必
要

が
あ
っ
た
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

資
金
も
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
若
い
神
父
の

苦
労
を
見
て
、
町
中
の
親
切
な
人
が
快

く
助
け
て
く
れ
た
が
、
緊
急
の
時
に
は
、

ド
ン
・
ボ
ス
コ
自
身
が
人
の
助
け
を
願
っ
た

り
し
て
い
た
。

定
住
の
地
、
ピ
ナ
ル
デ
ィ
の
家

　

１
８
４
６
年
の
復
活
祭
の
１
週
間
前
、

長
い
間
定
住
地
を
も
た
な
か
っ
た
オ
ラ
ト
リ

オ
は
、
つ
い
に
留
ま
る
場
所
を
見
つ
け
た
。

ピ
ナ
ル
デ
ィ
家
の
裏
側
の
納
屋
だ
っ
た
。
そ

こ
を
１
年
３
２
０
リ
ラ
で
借
り
る
こ
と
に
な

り
、
天
井
が
低
す
ぎ
た
の
で
床
を
50
㎝
ほ

ど
掘
り
下
げ
て
も
ら
い
、
聖
堂
に
し
た
。

初
め
て
正
式
に
そ
の
聖
堂
を
使
っ
た
日
は
、

ま
さ
に
復
活
祭
の
日
だ
っ
た
。
そ
の
場
所

で
喜
び
に
満
ち
た
復
活
祭
を
祝
っ
た
。
貧

し
か
っ
た
が
、
つ
い
に
追
い
出
さ
れ
な
い
で
使

え
る
場
所
だ
。
ま
た
、
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
自
分
が
住
む
た
め
に
家
の
主
人
か
ら
２

階
の
３
部
屋
を
借
り
た
。

　

こ
の
場
所
か
ら
、
現
代
に
至
る
ド
ン
・

ボ
ス
コ
の
大
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

あ
る
。

トリノの街とアルプスの山並み。

復元された現在のピナルディ
聖堂。天井が低かったためド
ン・ボスコは 50cm ほど床を
掘り下げてもらった。

ドン・ボスコの事業はじまりの地

ド
ン
・
ボ
ス
コ
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

＊１　９歳の時の夢／イエスとマリアが現れて、どう猛な動物たちがおとなしい羊に変わる場面を見せ、どう猛な動物たち（少年たち）の先頭に立つように、そのために「謙虚で、心強く、たくましくなりなさい」と命じられた夢。
＊２　オラトリオ／ラテン語で「祈りの場」を意味するが、ドン・ボスコのオラトリオは祈りはもちろん、レクリエーション、勉学、演劇など、地域の子どもを対象としたあらゆる活動の場である。現在は「ユースセンター」とも呼ばれている。

文 ●
ガエタノ・コンプリ
Gaetano Compri

サレジオ会司祭

チマッティ資料館館長

アシジの聖フランシスコ教会にある脇祭壇。1841
年、新司祭ドン・ボスコはここで指導司祭カファッ
ソ神父に付き添われ初ミサをささげた。

アシジの聖フランシスコ教会の香部屋（支度部
屋）。ここでドン・ボスコはガレッリ少年と出会った。

ピナルディ聖堂の聖母子像。 当時の水場は今も現役。

ピナルディの家の絵。建物の壁に水場が描かれている。建物の左奥
の出入口に十字架があるところが納屋の部分。ここを聖堂にした。
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特集

座
談
会

い
ま
や
世
界
で
約
３
０
０
０
校
に
広
が
る
サ
レ
ジ
オ
家
族
の
学
校
。

そ
の
ル
ー
ツ
は
、ド
ン・ボ
ス
コ
が
母
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
と
共
に
、

衣
食
住
に
事
欠
く
若
者
た
ち
を
家
に
泊
め
、

読
み
書
き
や
祈
り
を
教
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。

「
家
庭
的
な
雰
囲
気
」を
大
切
に
す
る
伝
統
は
、

今
も
息
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

ド
ン・ボ
ス
コ
の
学
び
舎
の
卒
業
生
た
ち
が

自
身
の
体
験
を
語
っ
て
く
れ
た
。

取
材
・
文
・
写
真 

●  

編
集
部

─ 

皆
さ
ん
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
学
校
の

卒
業
生
で
す
が
、
学
生
生
活
を
通

し
て
接
し
た
先
生
、
神
父
、
シ
ス

タ
ー
た
ち
の
印
象
は
い
か
が
で
し

た
か
？

野
口　

私
は
宮
崎
の
日
向
学
院
中
高
で

の
６
年
間
、
学
生
寮
で
生
活
し
ま
し

た
。
そ
の
寮
で
関
わ
る
先
生
た
ち
が

神
父
さ
ん
で
し
た
。
年
の
近
い
先
生

も
多
く
「
ア
ニ
キ
」
的
な
存
在
で
、

距
離
感
が
近
か
っ
た
た
め
、
良
い
お
兄

さ
ん
が
本
当
に
近
く
に
い
る
と
い
う
印

象
で
し
た
。

倉
澤　

私
は
小
中
高
と
ず
っ
と
目
黒
星

美
学
園
で
、
つ
ま
り
12
年
間
を
星
美

で
過
ご
し
ま
し
た
。
今
は
カ
ト
リ
ッ
ク

碑
文
谷
教
会
（
サ
レ
ジ
オ
教
会
）
の

青
年
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
学

入
学
時
に
洗
礼
を
受
け
た
の
で
す
が
、

そ
の
き
っ
か
け
が
一
人
の
若
い
シ
ス
タ
ー

で
し
た
。
宗
教
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、

生
徒
と
の
距
離
が
近
く
、
お
も
し
ろ

く
親
し
み
や
す
い
シ
ス
タ
ー
で
し
た
。

高
３
の
時
に
洗
礼
を
受
け
た
い
と
相

談
し
た
ら
、
教
会
を
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
。

本
石
（
拓
）　

サ
レ
ジ
オ
高
専
（
旧
育
英

工
業
高
等
専
門
学
校
）
で
５
年
間
、

工
業
デ
ザ
イ
ン
科
に
所
属
し
、
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
し
ま
し
た
。
今

思
い
返
す
と
、
先
生
た
ち
は
教
師
と

い
う
よ
り
も
、
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
接
し
て
く
れ
た
印
象
が
強
い
で
す

ね
。
夏
合
宿
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
夜
中
ま
で
皆
で
話
し
た
り
、
よ

り
親
身
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
。
卒
業

後
も
学
校
に
遊
び
に
行
く
よ
う
な
関

係
が
続
い
て
い
て
、
良
い
人
た
ち
と
の

出
会
い
に
恵
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

本
石
（
美
）　

私
も
サ
レ
ジ
オ
高
専
で
デ
ザ

イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
移
転
前
の
杉

並
の
校
舎
（
現
在
は
東
京
都
町
田
市
）

に
は
、
学
生
食
堂
と
は
別
に
、
廃
車

に
な
っ
た
地
下
鉄
を
利
用
し
た
カ
フ
ェ

が
あ
っ
て
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に
入

り
浸
っ
て
友
達
と
話
し
て
い
ま
し
た
ね
。

そ
の
カ
フ
ェ
を
営
ん
で
い
る
神
父
さ
ん
が
、

ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
を
焼
い
て
く
れ
た
り
し

て
、
さ
り
げ
な
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
し
、
私
た
ち
が
神
父
さ
ん
の
愚
痴

を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
（
笑
）。

学
校
行
事
も
堅
苦
し
く
な
く
て
、
楽

し
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
明
る
い

雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

思
い
出
す
の
は
日
常
の
学
校
生
活

の
中
に
異
文
化
が
存
在
し
た
こ
と
。

校
長
先
生
も
外
国
の
方
で
し
た
し
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ
レ
ジ
オ
の
学
校
に

交
換
留
学
で
行
っ
た
時
は
、
初
め
て
の

海
外
経
験
で
し
た
が
、
一
人
で
行
っ
た

と
い
う
こ
と
で
度
胸
が
つ
い
た
と
思
い

ま
す
。
ま
さ
か
彼
（
拓
也
さ
ん
）
と

結
婚
し
て
海
外
に
住
む
と
は
、
当
時

思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
…
。

─ 

ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
学
校
は
「
家
庭

的
な
雰
囲
気
」
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
体
験
が
あ
り
ま

す
か
？

野
口　

寮
は
、
毎
日
が
か
な
り
厳
し
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
休
憩
時
間
や

土
日
に
は
寮
監
の
神
父
さ
ん
や
神
学

生
が
一
緒
に
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
、サ
ッ

カ
ー
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
く
れ
て
い
ま

し
た
。
寮
と
い
う
「
家
」
に
い
る
家

族
の
よ
う
な
印
象
で
、「
神
父
様
」

と
改
め
て
言
う
と
気
恥
ず
か
し
い
感
じ

お
か
え
り
！

ド
ン・
ボ
ス
コ
の
家

CasaBentorna
to a

 di Don Bosco

ド
ン・ボ
ス
コ
の
学
び
舎
の
家
庭
的
雰
囲
気

At Home@Don Bosco

に

■ 倉澤麻莉香さん
from 目黒星美学園小学校・中学校・高等学校

■ 本石拓也さん
from サレジオ高専（旧育英工業高等専門学校）

■ 本石美春さん
from サレジオ高専（旧育英工業高等専門学校）

■ 野口洋一さん
from 日向学院中学校・高等学校

イタリア　トリノにある
ドン・ボスコの事業発祥の地。
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が
し
ま
す
。
当
時
は
愛
称
で
呼
ん
で
い

ま
し
た
か
ら
。

　
　

親
元
を
離
れ
て
中
学
に
入
っ
た
時

は
い
ろ
い
ろ
と
不
安
で
。
初
め
て
一

人
で
病
院
に
行
く
と
い
う
同
級
生
が

不
安
が
っ
て
い
る
と
、
先
生
が
「
じ
ゃ

あ
、
病
院
に
行
く
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
み
よ
う
か
」
と
練
習
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
ね
（
笑
）。
テ
ス
ト
前
な

ど
は
勉
強
の
こ
と
が
不
安
で
、
朝
の
３

時
と
か
４
時
に
寮
監
を
起
こ
し
て
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
を
質
問
し
て
も
、
嫌
な

顔
せ
ず
毎
回
根
気
よ
く
付
き
合
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
　

一
昨
年
、
寮
が
な
く
な
っ
た
の
は
残

念
で
す
が
、
学
校
に
は
あ
の
頃
に
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
方
が
今
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
今
で
も
日
向
学
院
に
遊
び
に

帰
る
と
、
家
族
が
い
つ
で
も
待
っ
て
い
て

く
れ
て
、
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

　
　

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
こ
と

で
怒
ら
れ
た
時
に
「
や
っ
て
な
い
と
嘘

を
つ
か
れ
た
こ
と
が
一
番
悲
し
か
っ
た
」

と
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
。
自
分
た
ち

は
バレ
な
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
先
生
た
ち
は
互
い
の
信
頼
関
係
の

上
に
成
り
立
つ
空
間
を
作
ろ
う
と
し
て

い
た
の
だ
と
後
に
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

倉
澤　

学
校
の
「
家
庭
的
な
雰
囲
気
」

は
卒
業
し
た
後
に
一
番
感
じ
ま
し
た

ね
。
卒
業
し
て
同
じ
年
代
の
学
生
た

ち
と
接
し
て
感
じ
る
の
は
価
値
観
の

違
い
で
す
。
12
年
間
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ

の
精
神
で
先
生
た
ち
が
愛
情
を
も
っ

て
育
て
て
く
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

が
身
に
し
み
込
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。

12
年
間
の
生
活
が
居
心
地
良
か
っ
た

な
と
感
じ
ま
す
。
良
す
ぎ
た
の
か
な

（
笑
）。
先
生
と
の
距
離
は
近
か
っ
た

し
、
少
人
数
制
で
先
生
と
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
関
わ
り
が
密
で
し
た
か
ら
。

校
内
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で

先
生
と
ず
っ
と
話
を
し
た
り
。
保
健

室
の
養
護
の
先
生
と
も
よ
く
話
を
し

ま
し
た
が
、
そ
の
先
生
の
影
響
を
受

け
て
、
私
も
看
護
の
勉
強
を
始
め
ま

し
た
。

　
　

卒
業
生
と
し
て
星
美
に
遊
び
に
行

く
と
、
先
生
だ
け
で
な
く
事
務
の
職

員
の
方
々
も
「
帰
っ
て
来
た
わ
ね
」
と

い
う
感
じ
で
、
い
つ
で
も
ウ
ェル
カ
ム
な

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
家
の
よ
う
な

感
じ
で
遊
び
に
行
く
し
、
そ
こ
に
行
く

と
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
し
て

か
ら
、
あ
そ
こ
は
も
う
一
つ
の
家
だ
な

と
実
感
し
ま
す
。

本
石
（
拓
）　

デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
は
授
業

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
ほ
う
が
濃
厚
で
、

終
電
ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生

も
そ
れ
に
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
み
な
ら
ず
部
活
と
の
両
立

や
就
職
の
悩
み
な
ど
、
普
通
の
高
校

生
だ
と
親
に
す
る
よ
う
な
相
談
を
先

生
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

卒
業
し
た
今
で
も
関
係
は
続
き
、

遊
び
に
行
っ
た
り
相
談
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
同
級
生
と
も
今
で
も
付

き
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

関
係
が
築
け
て
い
る
の
は
「
家
庭
的

な
雰
囲
気
」
を
継
承
し
て
い
る
学
校

の
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

本
石
（
美
）　

高
専
の
就
職
活
動
は
20
歳

で
す
か
ら
、
４
年
制
の
大
学
生
と
は

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
技
術
で
２
年
の
差
が

あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
こ
と
に
負
け
な

い
よ
う
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
先
生
た
ち
は
遅
く
ま
で

残
っ
て
、
根
気
よ
く
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

本
石
（
拓
）　

サ
レ
ジ
オ
高
専
の
モ
ッ
ト
ー

は
「
神
は
愛
な
り
、
技
術
は
人
な
り
、

真
理
は
道
な
り
」
で
す
。
当
時
は
あ

ま
り
意
識
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
思

い
返
す
と
そ
う
い
っ
た
信
念
の
も
と
に

先
生
方
は
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。
デ

ザ
イ
ン
の
仕
事
に
お
い
て
、
技
術
者
や

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
一
緒
に
や
る
こ
と
に
な

倉
くら

澤
さわ

麻
ま

莉
り

香
か

さん

1992 年生まれ。目黒星美学園小学

校・中学校・高等学校卒業。現在は

聖母大学看護学部で看護師・養護教

諭を目指して勉強中。

本
もと

石
いし

美
み

春
はる

さん

1980 年生まれ。サレジオ高専（旧

育英工業高等専門学校）工業デザイン学

科卒業。ジュエリーデザイナーとし

てヴァンドームヤマダに勤務し、本

石拓也さんと結婚後、夫の海外赴任

を機に退職。2 児の母。

野
の

口
ぐち

洋
ひろ

一
かず

さん

1980 年 生 ま れ。 日 向 学 院 中 学

校・高等学校卒業。現在は株式会社

ティーシー・マックスに勤務し広告

制作に携わる。

本
もと

石
いし

拓
たく

也
や

さん

1980 年生まれ。サレジオ高専（旧

育英工業高等専門学校）工業デザイン学

科卒業。現在はソニー株式会社クリ

エイティブセンターに勤務し、製品

デザインに携わる。2 児の父。

At Home@Don Bosco

留学生と一緒に。右端が本石美春さん。

目黒星美学園中高の養護の先生と
高校時代の倉澤さん。

野口さん在学中の頃の日向学院学生寮にて。
左下が野口さん。その右隣は現校長の濱崎神父。

「印象に残っているのは
『嘘をつかれたことが

 一番悲しかった』
 と先生に言われたこと」

「勉強、部活、
就職の悩みなど、

親にするような相談を
先生にしていました」

「そこに行くとあそこは
もう一つの家だなと

 実感します」

「神父さんがピザトーストを
焼いてくれたりして、

私たちが愚痴を聞くことも
（笑）」
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文 ● 中田鈴雄

孤児園の
子どもたちの

父と母

り
ま
す
が
、
良
い
関
係
を
築
き
な
が
ら

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
や
っ
て
い
か
な
い
と
良
い

モ
ノ
は
で
き
な
い
と
信
じ
て
い
て
、
そ
れ

は
学
校
で
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

野
口　

寮
で
、
あ
る
意
味
無
理
矢
理
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
に
揉
ま
れ
な

が
ら
皆
一
緒
に
生
活
し
て
き
た
の
は

大
き
な
経
験
で
す
。
そ
し
て
寮
監
の

先
生
が
常
に
そ
ば
に
い
て
、
ゆ
る
や
か

に
導
い
て
く
れ
る
こ
と
で
、
上
手
な
人

間
関
係
の
作
り
方
を
自
然
に
学
べ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
当
時
の

寮
生
た
ち
と
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
ま

す
し
、
先
生
が
東
京
に
来
ら
れ
た
際

は
、
皆
で
声
を
か
け
て
集
ま
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

─ 

後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
、
先
生
た

ち
に
願
う
こ
と
は
？

本
石
（
拓
）　

学
校
で
培
っ
た
人
間
関
係

は
社
会
人
に
な
っ
て
も
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
経
験
さ
せ
て
く
れ
た
両
親

や
学
校
と
そ
の
環
境
、
ま
た
先
生
や

友
達
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　

後
輩
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、

嬉
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
悩
み
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
包

み
隠
さ
ず
身
近
な
人
に
オ
ー
プ
ン
に
し

て
、
相
手
を
頼
っ
た
り
、
た
ま
に
は
け

ん
か
し
た
り
も
し
ま
す
が
、
深
い
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
で
す
。
モ
ノ
作
り
も

家
庭
も
一
緒
で
自
分
が
つ
く
る
も
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
石
（
美
）　

思
春
期
の
５
年
間
は
縦
も

横
も
密
な
関
係
で
、
社
会
に
出
て
か

ら
も
そ
れ
は
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

こ
の
学
校
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

他
の
学
科
の
人
た
ち
と
も
出
会
っ
て
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
き
、
そ
れ
を
社
会

に
出
て
か
ら
も
活
か
せ
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。

本
石
（
拓
）　

た
し
か
に
絆
は
今
で
も
強

い
で
す
ね
。
卒
業
し
て
か
ら
も
学
校
に

は
な
ぜ
か
行
き
た
く
な
る
。
そ
こ
に
は

人
が
い
る
か
ら
。
学
校
に
行
く
と
い
う

よ
り
は
、
人
に
会
い
に
行
く
感
じ
で
す
。

野
口　

先
生
た
ち
に
は
、
よ
り
近
い
距

離
感
で
ど
ん
ど
ん
生
徒
た
ち
と
話
を

し
て
ほ
し
い
し
、
接
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
先
生
か
ら
も
、
そ
し
て
生
徒
か

ら
も
互
い
に
距
離
感
を
詰
め
て
、
僕
ら

が
体
験
し
た
よ
う
な
、
良
い
関
係
を

築
い
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

倉
澤　

学
校
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
は

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
で
い
て
ほ
し
い
、
そ

れ
だ
け
で
す
。
い
つ
か
母
校
に
戻
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
立
場
と
し
て

関
わ
っ
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
し
て
思
い
返
す
と
、
本
当
に
学

生
時
代
は
楽
し
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。
先
生
に
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
学
生
生

活
も
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

家
族
―
―
切
っ
て
も
切
れ
な

い
血
の
つ
な
が
り
。
信
頼
と

い
つ
く
し
み
に
満
ち
た
絆
、

幸
福
の
源
泉
。

　

家
族
―
―
何
と
温
か
く
、
や
さ
し
い

響
き
を
も
つ
言
葉
で
し
ょ
う
か
。
愛
の
泉
。

　

終
戦
後
の
孤
児
園
（
院
）
に
育
っ
た

当
時
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
家
族
、
家
庭

は
意
識
の
外
に
あ
り
、
身
近
な
問
題
で

は
な
かっ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

昭
和
20
年
３
月
、
私
の
一
家
７
人
は

大
阪
の
大
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
て
離
散
、

母
の
死
、
父
の
病
気
（
そ
の
後
死
去
）

で
昭
和
22
年
２
月
、
５
歳
の
私
と
２
歳

の
弟
は
大
阪
の
聖
家
族
の
家
（
聖
ヴ
ィ
ン

セ
ン
シ
オ
・
ア
・
パ
ウ
ロ
の
愛
徳
姉
妹
会
）

に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
28
年
、
サ
レ

ジ
オ
会
の
ド
ン
・
ボ
ス
コ
学
園
（
現 

聖
ヨ

ゼ
フ
寮
、
大
分
県
中
津
市
）
に
転
園
、

中
学
卒
業
後
、
特
別
の
は
か
ら
い
で
大

阪
星
光
学
院
に
学
費
免
除
で
進
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

孤
児
園
の
仲
間
の
多
く
は
家
族
・
親

戚
を
知
ら
ず
家
庭
を
知
り
ま
せ
ん
。
戦

争
で
、
空
襲
で
親
を
失
っ
た
子
ど
も
、

預
け
ら
れ
た
親
戚
の
虐
待
か
ら
逃
げ
出

し
て
自
ら
浮
浪
児
と
な
り
、
浮
浪
児
狩

り
で
収
容
さ
れ
た
子
ど
も
、
親
の
病
気

や
貧
困
で
養
育
さ
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
、

ま
た
親
か
ら
遺
棄
さ
れ
た
子
ど
も
も
い
ま

し
た
。
施
設
で
名
前
と
誕
生
日
を
も
ら

い
、
戸
籍
を
作
ら
れ
た
子
ど
も
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ

る
に
せ
よ
当
人
た
ち
は
そ
れ
を
知
ら
ず
、

気
づ
け
ば
施
設
の
子
ど
も
に
な
って
い
た
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

在
園
当
時
、
親
子
連
れ
を
見
て
「
い

い
な
ぁ
」
と
思
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
家

族
を
意
識
す
る
の
は
中
卒
後
、
社
会
に

出
て
か
ら
で
す
。
周
り
に
家
族
や
家
庭
の

話
が
あ
ふ
れ
て
い
る
中
で
、
自
身
の
出
自

が
気
に
な
り
、
ま
た
孤
独
感
と
寂
し
さ

が
募
り
ま
す
。家
系
や
ル
ー
ツ
探
し
が
ブ
ー

ム
に
な
っ
た
時
な
ど
数
年
が
か
り
で
親
探

し
を
し
た
人
も
１
人
や
２
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
結
婚
話
の
時
な
ど
「
孤
児
園
出

に
ロ
ク
な
奴
は
お
ら
ん
」
「
ど
こ
の
馬
の
骨

か
わ
か
ら
ん
奴
」
と
非
難
さ
れ
な
が
ら
も

自
ら
家
族
を
作
り
、
家
庭
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
一
方
す
べ
て
の
過
去
を
封
印
し

て
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
も
多
く
、
自

ら
死
を
選
ん
だ
人
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
世
話
に
な
っ
た
シ
ス
タ
ー
や
神
父
様
方
、

そ
の
思
い
出
も
60
年
前
の
こ
と
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。

　

聖
家
族
の
家
の
シ
ス
タ
ー
・
カ
ッ
タ
ン

院
長
の
や
さ
し
さ
に
母
を
想
い
ま
す
。
ド

ン･

ボ
ス
コ
学
園
の
チ
ェ
ケ
ッ
テ
ィ
神
父
様

に
空
腹
や
開
墾
作
業
の
苦
し
さ
を
訴
え

た
時
に
、
慰
め
と
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
カ
ー
ル
神
父
様
は
多
く
の
卒
業
生

か
ら
父
と
慕
わ
れ
「
オ
ヤ
ジ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
恩
師
た
ち
は
皆
い
つ
も
子

ど
も
た
ち
と
共
に
い
て
一
緒
に
遊
び
、
精

一
杯
愛
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち

の
す
べ
て
は
神
の
摂
理
の
中
に
あ
り
、
常

に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
、
祈
り
の
中
で

感
謝
を
忘
れ
ず
、
正
し
く
強
く
生
き
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
家
族
は
な
く
て
も
、
父

も
母
も
い
ま
し
た
。
家
族
は
な
く
て
も

多
く
の
兄
弟
も
い
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
あ
っ

た
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

　

聖
家
族
の
家
の
子
ど
も
た
ち
は
40
年

以
上
も
毎
年
１
回
聖
家
族
の
家
に
集
ま

り
、
同
窓
会
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
仲
間
と
の
家
族
を
確
認
し
、
励
ま
し

合
い
、
シ
ス
タ
ー
方
への
親
孝
行
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
家
族
家
庭
を
本

当
に
大
切
に
、
と
思
い
ま
す
。
●
―
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働
く
子
ど
も
た
ち
の
オ
ラ
ト
リ
オ*

　

ド
ン
・
ボ
スコ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
当
初
、「
祝

祭
日
オ
ラ
ト
リ
オ
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
活

動
は
土
日
や
祝
日
に
限
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

祝
祭
日
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
は
ド
ン
・
ボ
ス

コ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
や
っ
て
き
て
１
日
活
動
を

し
て
、
自
分
の
寝
床
の
あ
る
場
所
（
そ
れ
が

あ
る
な
ら
ば
…
）
に
帰
って
いっ
た
の
で
す
。

　

当
時
来
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は

「
靴
製
造
、
左
官
の
仕
事
、
漆し
っ

喰く
い

塗
り
、

道
路
舗
装
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
」
で
、「
い
ず
れ
も
遠
隔
地
の
出
身
」

だ
っ
た
よ
う
で
す
（『
ド
ン・
ボ
ス
コ
自
叙
伝
』

よ
り
）。
休
み
に
な
っ
て
暇
に
な
る
と
い
ろ
い

ろ
問
題
を
起
こ
し
て
い
た
少
年
た
ち
を
集

め
て
、
最
低
限
の
教
育
を
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
す
。
た
だ
、
ド
ン
・

ボ
ス
コ
は
週
日
も
、
職
場
や
工
場
に
行
っ
て

彼
ら
を
訪
ね
て
回
り
ま
し
た
。

毛
布
を
持
ち
逃
げ
さ
れ
る

　

ド
ン
・
ボ
ス
コ
が
26
歳
の
１
８
４
１
年

12
月
に
始
め
た
こ
の
祝
祭
日
オ
ラ
ト
リ
オ

は
、
最
初
の
４
年
間
は
場
所
が
落
ち
着

か
ず
転
々
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

１
８
４
６
年
３
月
に
ヴ
ァ
ル
ド
ッ
コ
の
ピ
ナ
ル

デ
ィ
氏
の
家
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
て
か
ら

は
、
一
定
の
場
所
で
開
催
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ピ
ナ
ル
デ
ィ
氏
の
家
の
部
屋

を
一
つ
ず
つ
間
借
り
し
て
い
き
な
が
ら
、
ド

ン
・
ボ
ス
コ
は
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
温
め
始
め

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
夜
寝
る
と
こ
ろ
も

な
い
若
者
た
ち
を
、
せ
め
て
何
人
か
で
も
泊

め
て
あ
げ
よ
う
」（『
ド
ン・ボ
ス
コ
自
叙
伝
』）

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
彼
ら
の
多
く
が
「
ま
じ

め
で
勤
勉
な
生
活
を
送
ろ
う
と
い
う
意
志

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
も
っ
て
い
た
の
に
、
実
際
に
仕

事
に
つ
く
段
に
な
る
と
、
衣
食
住
に
も
事

欠
く
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
」
た
め
で
、
祝
祭

日
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
あ
げ
て
も
週
日
に
ま

た
悪
い
こ
と
を
覚
え
て
し
ま
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

苦
労
が
む
だ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
し
た
。

し
か
し
、
当
初
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
り

ま
し
た
。
せ
っ
か
く
泊
め
て
あ
げ
た
子
ど
も

た
ち
が
シ
ー
ツ
や
毛
布
を
持
ち
逃
げ
し
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。

オ
ラ
ト
リ
オ
の
ベ
ッ
ド
第
１
号

　

し
か
し
、
そ
こ
で
め
げ
な
い
の
が
ド
ン
・
ボ

ス
コ
で
す
。
１
８
４
７
年
５
月
の
あ
る
雨
の

降
る
晩
の
こ
と
、
も
う
夜
も
遅
い
時
間
に
、

一
人
の
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
た
少
年
が
ピ
ナ
ル

デ
ィ
の
家
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
食
べ

物
も
、
寝
る
場
所
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
と

り
あ
え
ず
彼
を
中
に
入
れ
、
火
に
あ
た
ら
せ

て
食
べ
物
を
与
え
て
、
彼
の
身
の
上
話
を
聞

き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
は
台
所
の
床
に
レ

ン
ガ
と
板
と
わ
ら
で
即
席
の
ベッ
ド
を
作
り
、

彼
を
寝
か
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。「
オ
ラ
ト
リ
オ

の
ベッ
ド
第
１
号
」
と
「
オ
ラ
ト
リ
オ
に
寝

泊
ま
り
す
る
少
年
の
第
１
号
」
で
す
。

　

こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ド
ン
・

ボ
スコ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
新
し
い
形
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
祝
祭
日
だ
け
の
オ
ラ
ト
リ
オ
か
ら
、

す
べ
て
の
生
活
を
共
に
す
る
オ
ラ
ト
リ
オ
、
ま

さ
に
「
家
庭
の
よ
う
な
教
育
環
境
」
と
し

て
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
で
す
（
も
ち
ろ
ん
、
す
で

に
祝
祭
日
オ
ラ
ト
リ
オ
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
を
中

心
と
し
た
家
庭
的
な
集
ま
り
で
し
た
が
）。

マ
ン
マ
・
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ

　

実
は
そ
こ
に
決
し
て
見
逃
せ
な
い
人
物
が

も
う
一
人
い
ま
し
た
。
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
お
母

さ
ん
、
マ
ン
マ
・
マル
ゲ
リ
ー
タ
で
す
。
彼
女

は
そ
の
半
年
ほ
ど
前
の
11
月
か
ら
ド
ン
・
ボ

ス
コ
と
共
に
ヴ
ァ
ル
ド
ッ
コ
に
故
郷
か
ら
移
り

住
ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
で
望
ん
だ
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
故
郷
で
は
孫
た
ち
と
一

緒
に
幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
す

か
ら
。
そ
う
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
重
い
病

気
の
療
養
の
た
め
に
故
郷
で
静
養
し
て
い
た

ド
ン
・
ボ
ス
コ
に
頼
み
込
ま
れ
た
の
で
す
。
そ

の
と
き
彼
女
は
「
そ
れ
が
主
の
お
望
み
だ

と
お
前
が
思
う
の
な
ら
、
私
は
す
ぐ
に
で
も

参
り
ま
す
よ
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
マ
ン
マ
・
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
が
ド
ン
・
ボ
ス
コ

と
共
に
い
な
け
れ
ば
、
彼
の
「
家
庭
的
な

教
育
環
境
」
の
実
現
も
な
か
な
か
難
し
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

実
際
、
こ
の
最
初
の
少
年
の
場
合
も
、

彼
女
が
そ
こ
に
泊
め
る
こ
と
を
提
案
し
、
ド

ン
・
ボ
ス
コ
が
そ
れ
に
対
し
て
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
た
様
子
が
彼
自
身
の
話
か
ら

は
伺
え
ま
す
（『
ド
ン
・
ボ
ス
コ
自
叙
伝
』

よ
り
）。
マル
ゲ
リ
ー
タ
は
ド
ン・ボ
ス
コ
に「
明

日
の
こ
と
は
神
さ
ま
に
お
ま
か
せ
し
て
」
と

話
し
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
「
お
母
さ
ん
の
い
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
る
の
で
す
。

共
に
い
て
、
導
い
て
い
く

　

そ
の
後
の
マ
ンマ
・
マル
ゲ
リ
ー
タ
の
こ
の
少

年
に
対
す
る
行
動
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
教
育

の
理
想
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
ず

彼
女
は
「
少
年
と
一
緒
に
外
に
出
て
」
レ

ン
ガ
を
い
く
つ
か
運
び
こ
み
、
ベ
ッ
ド
を
作
り

ま
す
。
そ
し
て
彼
女
は
寝
る
前
に
こ
の
少

年
に
人
生
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
や
信
仰
の

必
要
性
に
つ
い
て
語
っ
て
聞
か
せ
ま
す
。
こ

れ
は
ま
さ
に
ド
ン
・
ボ
ス
コ
が
い
つ
も
強
調
し

て
い
た
「
ボ
ナ
ノ
ッ
テ
」
と
い
う
、
夜
寝
る

前
に
少
年
た
ち
に
よ
い
話
を
聞
か
せ
る
と
い

う
伝
統
の
始
ま
り
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
そ

れ
か
ら
彼
女
は
少
年
を
祈
り
へ
と
誘
い
ま

す
。
少
年
は
祈
り
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
彼
女
は
「
私
た
ち
と
一
緒
に
と
な
え

れ
ば
よ
い
の
よ
」
と
答
え
る
の
で
す
。

　

こ
の
彼
女
の
行
動
は
、
た
だ
単
に
教
壇

か
ら
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
若
者
と
共
に

い
て
導
い
て
あ
げ
る
こ
と
、
生
活
を
共
に
し

な
が
ら
彼
ら
の
人
生
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ

と
、
最
終
的
に
は
彼
ら
を
神
へ
と
導
い
て
あ

げ
る
こ
と
、
と
い
う
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
教
育
の

理
想
を
具
現
化
し
た
も
の
で
す
。
と
い
う

よ
り
も
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
彼
の
教
育
に
お
い

て
大
切
な
こ
と
の
基
本
を
す
べ
て
こ
の
マ
ンマ・

マル
ゲ
リ
ー
タ
か
ら
学
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
さ

え
言
え
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
守
り
抜
く
決
意

　

ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
１
歳
半
の
と
き
に
父
親

を
な
く
し
て
い
ま
す
。
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
は
再

婚
せ
ず
に
、
女
手
一
つ
で
息
子
た
ち
を
育

て
ま
し
た
。
実
際
に
は
よ
い
再
婚
話
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
彼
女
は
そ
れ
を
断
っ
て
い
ま

す
。
当
時
女
性
が
再
婚
す
る
と
い
う
こ
と

は
子
ど
も
た
ち
を
だ
れ
か
の
手
に
預
け
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
で
す
か
ら
彼
女
は
こ
う

言
う
の
で
す
。「
私
は
こ
の
子
ど
も
た
ち
の

母
親
な
の
で
す
。
た
と
え
、
全
世
界
の
金

と
引
き
換
え
に
で
も
、
私
は
絶
対
に
子
ど

も
た
ち
を
手
離
し
ま
せ
ん
」。

　

こ
の
言
葉
は
将
来
の
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
姿

を
予
見
し
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

オ
ラ
ト
リ
オ
の
少
年
た
ち
を
守
り
抜
く
と
い

う
教
育
者
・
司
牧
者
と
し
て
の
姿
で
す
。

心
底
愛
し
て
く
れ
た
母
の
愛
を
も
っ
て

　

ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
こ
う
語
り
ま
す
。「
母
の

一
番
の
気
遣
い
は
、
息
子
た
ち
に
宗
教
教

育
を
施
す
こ
と
、
従
う
よ
う
に
し
つ
け
る
こ

と
、
そ
れ
か
ら
年
齢
に
合
っ
た
仕
事
に
精
を

出
す
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
で
し
た
」。
実

際
、
ド
ン・
ボ
ス
コ
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
「
祈

り
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
母
自
身
」
だ
っ
た

の
で
す
。

　

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
が
た
だ
単
に
し
つ
け
を
施

す
だ
け
の
人
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ド
ン
・

ボ
ス
コ
の
次
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
に
な
り
ま

す
。「
母
は
心
底
私
を
愛
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
私
も
母
に
限
り
な
い
信
頼
を
寄
せ
、

何
も
か
も
相
談
し
て
い
ま
し
た
。
母
は
私

の
す
る
こ
と
を
す
べ
て
知
り
、
見
守
り
、
許

可
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
必

要
な
も
の
は
快
く
あ
て
が
っ
て
く
れ
て
い
た
の

で
す
」。

◎　

◎　

◎

　

こ
の
よ
う
に
マ
ンマ
・
マル
ゲ
リ
ー
タ
か
ら
小

さ
い
頃
か
ら
真
の
教
育
者
と
し
て
の
生
き

た
姿
を
学
ん
で
き
た
ド
ン
・
ボ
ス
コ
が
、
見

捨
て
ら
れ
た
貧
し
い
少
年
た
ち
を
前
に
し

て
彼
女
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
よ
う
に
彼

ら
を
導
い
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
彼
女
が
自
分
を
愛
し
て
く
れ
た
よ
う

に
、
少
年
た
ち
を
愛
し
て
導
い
て
あ
げ
る
こ

と
、
彼
女
が
自
分
の
家
で
教
育
し
て
く
れ

た
よ
う
に
オ
ラ
ト
リ
オ
と
い
う
家
庭
で
少
年

た
ち
を
教
育
し
て
あ
げ
る
こ
と
、
こ
れ
は
理

論
で
は
な
く
、
生
き
た
実
践
か
ら
学
ん
だ

知
恵
だ
っ
た
の
で
す
。

浦田慎二郎
うらた しんじろう

サレジオ会司祭。教皇

庁立サレジオ大学大学

院霊性神学博士課程修

了（神学博士号取得）。

専門はドン・ボスコ研究。

Essay

家庭的な寄宿学校
ドン・ボスコの教育の原

ルーツ

点

文 ● 浦田慎二郎

トリノのドン・ボスコの学校。

【注】* オラトリオとは元来「祈る場所」という意味だが、ここでは「子どもたちが集まって宗教・一般教育、娯楽行事、種々の青少年活動を行っていた場所」という意味。

ピナルディの家にマンマ・マルゲリータを
連れてきたドン・ボスコ。

ピナルディの家の模型。



言
っ
と
き
ま
す
け
ど…

サ
レ
ジ
ア
ン
の
旬
な
一
言

今
回
の〈
言
っ
と
き
ま
す
け
ど
〉人

　
　下
崎 

優
子 

（
イ
エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会 

修
道
女
）

強
く
、た
く
ま
し
く
、

ワ
イ
ル
ド
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！
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ほ
ん

鈴
木
大
介　
２
０
１
１
年　

太
田
出
版

２
６
１
頁　

１
６
８
０
円　

家
の
な
い
少
年
た
ち

親
に
望
ま
れ
な
か
っ
た
少
年
の

容
赦
な
き
サ
バ
イ
バ
ル

　

東
日
本
大
震
災
の
約
１
か
月
後
、
私
は
被

災
地
へ
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
町
は
消
え

去
り
、
戦
争
の
後
の
よ
う
な
状
態
に
、
た
だ

立
ち
す
く
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
９
か
月
後
、
今
度
は
長
く
戦
争
の
続

い
た
ア
フ
リ
カ
・
南
ス
ー
ダ
ン
に
宣
教
女
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
サ
レ
ジ
オ
家
族
が
任

さ
れ
た
場
所
は
、
か
つ
て
南
ス
ー
ダ
ン
解
放

軍
が
駐
屯
し
て
い
た
グ
ン
ボ
と
い
う
ナ
イ
ル

川
の
そ
ば
。
森
は
爆
撃
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ

れ
、
砂
漠
の
よ
う
な
大
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
他
の
場
所
へ
逃
げ
て
い
た
人
々
が
戻
っ
て

き
て
、
教
会
の
周
り
に
住
み
始
め
て
い
ま
す
。

　

東
北
の
被
災
地
と
南
ス
ー
ダ
ン
、
２
つ
の
大

地
に
立
っ
て
感
じ
た
こ
と
、
そ
れ
は
「
人
間

は
強
く
、
た
く
ま
し
く
、
ワ
イ
ル
ド
に
創
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人

間
は
、
自
然
と
共
存
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
。
生
き
る
た
め
に
、
人
間
に
与
え
ら

れ
た
力
を
使
お
う
。
手
を
使
っ
て
土
を
掘
ろ

う
。
足
を
使
っ
て
歩
こ
う
。
頭
を
使
っ
て
ど
う

し
た
ら
物
が
作
れ
る
の
か
考
え
よ
う
。
笑
顔

で
人
を
励
ま
そ
う
…
…
。
文
化
的
な
物
が
破

壊
さ
れ
、「
人
間
と
大
地
」
と
い
う
原
点
に

立
た
さ
れ
た
時
、
神
さ
ま
が
私
た
ち
に
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
心
と
体
こ
そ
が
、
再
生
へ
の
道

を
開
い
て
い
く
の
で
す
。

　

若
者
の
皆
さ
ん
、
若
い
う
ち
に
た
く
さ
ん

の
苦
労
を
自
分
か
ら
探
し
て
や
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
大
自
然
の
中
で
自
然
の
サ
イ
ク
ル
を

観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ス
ー
ダ
ン
の
子

ど
も
た
ち
は
、
土
を
掘
っ
て
ネ
ズ
ミ
を
捕
ま

え
、
木
に
留
ま
っ
た
鳥
や
木
の
実
を
石
投
げ
ひ

も
で
撃
ち
落
と
し
て
食
べ
ま
す
。
す
さ
ま
じ

い
砂
嵐
の
中
で
も
、
若
者
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
に

夢
中
。
空
に
ト
ン
ビ
が
飛
ん
で
い
れ
ば
、
近

く
に
蛇
が
い
る
こ
と
を
察
知
…
…
。
自
然
と

共
に
生
き
始
め
る
と
、
も
っ
と
生
き
て
い
る
意

味
が
深
く
な
り
ま
す
。

　

若
者
の
皆
さ
ん
、
あ
え
て
不
便
な
生
活
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
や
る
気
が
な
い
！
人

生
に
疲
れ
た
！
も
う
死
に
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
快
適
な
生
活
を
捨
て
て
、
自

然
の
厳
し
さ
の
中
で
生
き
て
み
て
く
だ
さ
い
。

生
き
る
力
が
湧
い
て
く
る
は
ず
で
す
。

最
新
刊
『
キ
リ
ス
ト
教
の
真
実
』（
ち
く

ま
新
書
）
が
話
題
の
著
者
に
よ
る
「
カ

ト
リ
ッ
ク
生
活
」
で
の
人
気
連
載
が
新
書
に
。

著
者
は
フ
ラ
ン
ス
に
在
住
、
比
較
文
化
の
視

点
か
ら
評
論
・
執
筆
・
演
奏
活
動
と
多
才
に
活

躍
中
。
「
四
次
元
の
思
考
回
路
か
ら
湧
き
出
し

て
く
る
」（
金
子
賢
之
介
師
）
自
由
な
発
想
で
、

豊
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
縦
横
無
尽
に
紡
い
で
ゆ

く
。
ポ
ン
と
差
し
出
さ
れ
る
処
方
箋
に
、
慰

め
ら
れ
、
元
気
づ
け
ら
れ
、
視
界
が
開
か
れ
、

ま
さ
に
「
人
生
を
活
性
化
」
す
る
サ
プ
リ
だ
。

社
会
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
的
に
生
き
る
、
信

仰
と
理
性
、
生
き
方
に
自
信
が
な
い
、
祈
れ

な
い
夜
、
愛
と
い
の
ち
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
粒

よ
り
な
25
の
エ
ッ
セ
イ
を
収
録
。　

 

（
編
集
部
評
）

「
マ
マ
、
パ
パ
、
わ
た
し
は
ど
こ
か
ら

き
た
の
？
」

　

子
ど
も
は
い
つ
か
必
ず
こ
う
い
う
質
問
を
親

に
し
て
く
る
。
や
が
て
比
較
す
る
こ
と
を
覚

え
た
子
ど
も
は
こ
ん
な
質
問
も
。
「
わ
た
し
が

マ
マ
の
こ
で
よ
か
っ
た
？
」
こ
の
し
ろ
く
ま
の

マ
マ
は
確
信
を
も
っ
て
、
こ
ぐ
ま
の
ル
ル
に
答

え
る
。
「
か
み
さ
ま
の
と
こ
ろ
か
ら
よ
」
「
ル

ル
が
マ
マ
の
こ
で
、
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
わ
」

「
だ
っ
て
、
ル
ル
は
、
か
み
さ
ま
か
ら
、
パ
パ

と
マ
マ
へ
の
お
く
り
も
の
だ
も
の
」
親
の
確
信

は
子
の
確
信
に
な
っ
て
い
く
。
親
が
確
信
し
安

定
し
て
い
る
と
き
、
子
は
そ
れ
を
し
っ
か
り
と

感
じ
取
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
親
子
で
読
み
た

い
１
冊
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
谷
義
樹
評
）

家
庭
か
ら
虐
げ
ら
れ
、
自
分
の
居
場
所

が
わ
か
ら
ず
犯
罪
者
と
な
っ
た
少
年

た
ち
に
迫
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
現
場
で
の

取
材
期
間
は
10
年
。
「
殊
更
に
熱
く
、
必
死

で
、
そ
し
て
『
弱
か
っ
た
』
少
年
た
ち
」
（
著

者
）
の
話
で
あ
る
。
本
気
で
仲
間
を
か
ば
い
守

る
彼
ら
の
友
情
は
熱
い
。
彼
ら
は
「
何
を
考

え
、
何
を
愛
し
、
憎
み
、
何
を
食
べ
て
、
ど
ん

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
」。
巨
額
の
富
を

手
に
入
れ
て
も
居
場
所
は
見
つ
か
ら
ず
、
自

分
へ
の
ご
褒
美
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
牛
丼
。

こ
の
落
差
に
、
彼
ら
の
真
の
姿
を
垣
間
見
る
よ

う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
私
た
ち
の
あ
り
方

を
見
直
す
た
め
に
勧
め
た
い
本
。（
雨
宮
泰
紀
評
）

近
い
か
ら
こ
そ
愛
情
が
湧
く
が
、
近
い

か
ら
傷
つ
け
あ
っ
て
し
ま
う
。
家
族

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
何
ら
か
の
傷
と
い
え
る
も
の

が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
家
族
が
そ
の
傷

の
真
の
原
因
を
探
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能

に
近
い
。
そ
れ
に
触
れ
ず
に
い
つ
ま
で
も
痛
み

と
し
て
持
ち
続
け
る
か
、
あ
る
い
は
こ
の
４
つ

の
短
編
の
登
場
人
物
の
よ
う
に
、
あ
え
て
そ
の

傷
を
凝
視
し
、
新
た
な
意
味
づ
け
を
与
え
て

乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
か
。
家
族
の
メ
ン
バ
ー

の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
私
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か

を
卒
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
は
再
生
へ

か
す
か
な
希
望
を
見
い
だ
す
の
だ
ろ
う
。
「
ま

ゆ
み
の
マ
ー
チ
」
は
一
押
し
。　
（
関
谷
義
樹
評
）

下崎  優子 しもさき ゆうこ

イエスのカリタス修道女会 修道女

2012年より南スーダンへ

宣教女として派遣される

本
の
ひ
と
と
き

B
oo

k
 R

ev
ie

w

竹
下
節
子　
２
０
１
２
年   

ド
ン･

ボ
ス
コ
新
書

２
０
３
頁　

７
７
７
円　

カ
ト
リ
ッ
ク・サ
プ
リ
１

人
生
を
活
性
化
す
る

25
錠

リ
サ
・
Ｔ
・
バ
ー
グ
レ
ン 

作

ロ
ー
ラ
・
Ｊ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト 

絵

松
波
史
子 

訳　
２
０
０
１
年

い
の
ち
の
こ
と
ば
社
フ
ォ
レ
ス
ト
ブ
ッ
ク
ス

３
３
頁　

１
５
７
５
円

わ
た
し
が
マ
マ
の
こ
で
よ
か
っ
た
？

重
松
清

２
０
０
６
年　

新
潮
文
庫

４
０
４
頁　
６
６
２
円

卒
業
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サ
レ
ジ
オ
会
第
27
回
総
会

２
０
１
４
年
開
催
の
招
集

　

２
０
１
２
年
の
復
活
の
主
日
、
４
月
８

日
付
の
書
簡
で
、
サ
レ
ジ
オ
会
の
チ
ャ
ー

ベ
ス
総
長
は
２
０
１
４
年
２
月
に
開
催

さ
れ
る
第
27
回
総
会
を
招
集
し
た
。
今

後
２
年
近
く
を
か
け
、
全
世
界
の
サ
レ

ジ
オ
会
員
が
参
加
し
て
総
会
の
テ
ー
マ

「
福
音
の
徹
底
し
た
生
き
方
の
あ
か
し

人
─
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
モ
ッ
ト
ー
『
仕
事

と
制
約
』
を
忠
実
に
生
き
る
た
め
に
」

を
実
現
す
る
た
め
、
振
り
返
り
と
分
か

ち
合
い
、
祈
り
の
歩
み
が
始
ま
る
。
特

に
２
０
１
５
年
の
ド
ン
・
ボ
ス
コ
生
誕

２
０
０
周
年
に
向
か
う
歩
み
と
重
な
り
、

創
立
の
精
神
に
立
ち
帰
り
、
ド
ン
・
ボ
ス

コ
の
精
神
へ
の
創
意
と
忠
実
さ
を
も
っ
て

現
代
の
挑
戦
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
修
道
会
の
刷
新
を
目
指
す
。

　

総
会
の
公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
発
表
さ

れ
た
。
各
大
陸
を
表
す
５
人
の
若
者
に

囲
ま
れ
た
ド
ン
・
ボ
ス
コ
が
指
差
す
２
冊

の
本
は
、
サ
レ
ジ
オ
会
奉
献
生
活
の
真

正
さ
と
徹
底
し
た
生
き
方
の
源
泉
で
あ

る
、
福
音
書
と
会
憲
を
表
し
、
総
会
の

テ
ー
マ
を
表
現
し
て
い
る
。
赤
と
オ
レ

ン
ジ
の
２
つ
の
色
は
、
福
音
を
生
き
る
た

め
に
ド
ン
・
ボ
ス
コ
が
示
し
た
、
仕
事
と

節
制
の
道
を
示
し
て
い
る
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
お
帰
り
な
さ
い
！

　

ア
フ
リ
カ
諸
国
を
巡
っ
た
ド
ン
・
ボ
ス

コ
の
聖
遺
物
は
、
２
０
１
２
年
５
月
１
日
、

ス
ペ
イ
ン
、
バ
ス
ク
の
サ
レ
ジ
オ
会
ビ
ル

バ
オ
管
区
に
到
着
。
19
日
に
は
ガ
リ
シ

ア
地
方
の
レ
オ
ン
管
区
へ
、
巡
礼
地
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ・デ・コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
も
訪
れ
、

６
月
６
日
に
は
マ
ド
リ
ッ
ド
管
区
へ
。
ス

ペ
イ
ン
巡
礼
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
お
帰
り
な

さ
い
！
」。
ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
歌
や
踊
り

で
迎
え
ら
れ
、
教
会
や
共
同
体
、
チ
ャ
ペ

ル
や
カ
テ
ド
ラ
ル
、家
庭
に
迎
え
ら
れ
た
。

『
自
叙
伝
』
や
「
ロ
ー
マ
か
ら
の
手
紙
」

の
朗
読
、
ビ
デ
オ
上
映
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ

の
夢
が
語
ら
れ
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
言
葉

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
た
。
サ
レ
ジ

オ
会
共
同
体
は
聖
遺
物
の
前
で
創
立
者

の
と
り
な
し
を
祈
り
、
誓
願
を
更
新
し
、

分
か
ち
合
い
の
時
を
す
ご
し
た
。
マ
ド

リ
ッ
ド
の
サ
レ
ジ
オ
学
院
で
は
中
庭
を
埋

め
尽
く
し
た
生
徒
た
ち
が
「
お
帰
り
な

さ
い
！
」
と
歓
呼
の
声
を
上
げ
る
と
同

時
に
門
が
開
き
、
聖
遺
物
が
到
着
、
み

こ
と
ば
の
典
礼
が
行
わ
れ
た
。
マ
ド
リ
ッ

ド
大
司
教
の
ロ
ウ
コ
枢
機
卿
は
「
ド
ン
・

ボ
ス
コ
は
若
者
の
牧
者
で
し
た
。
ド
ン
・

ボ
ス
コ
は
若
者
た
ち
を
イ
エ
ス
の
も
と
へ

連
れ
て
行
き
た
い
と
願
い
ま
し
た
。
イ

エ
ス
だ
け
が
彼
ら
を
幸
せ
に
で
き
る
と

知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
」
と
語
っ
た
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
技
術
訓
練
学
校
が
開
校

　

２
０
１
２
年
５
月
７
日
、
ハ
イ
チ
の
サ

レ
ジ
オ
会
共
同
体
は
、
フ
ォ
ー
ル
・
リ
ベ

ル
テ
の
ド
ン
・
ボ
ス
コ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
・

セ
ン
タ
ー
の
一
角
に
技
術
訓
練
学
校
を

開
校
し
た
。
昨
年
の
大
地
震
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
で
の
学
校
の

開
設
は
、
大
き
な
一
歩
と
な
る
。

　

開
校
式
に
は
、
ハ
イ
チ
の
マ
ル
テ
リ
ー

大
統
領
、
教
育
相
、
職
業
訓
練
担
当
局

長
を
は
じ
め
、
政
府
・
行
政
の
要
人
も

参
列
。
同
校
は
、
水
力
、
石
材
加
工
、
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ス
ペ
イ
ン

服
飾
・
縫
製
、
情
報
・
事
務
を
学
ぶ
コ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
２
０
０
０
人
の
生
徒
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
隣
に

工
業
団
地
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、
卒

業
生
に
は
職
を
約
束
し
、
企
業
に
は
専

門
の
人
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
年
、ハ
イ
チ
で
の
75
周
年
と
、フ
ォ
ー

ル
・
リ
ベ
ル
テ
で
の
10
周
年
を
祝
う
サ
レ

ジ
オ
会
は
、
３
月
に
は
同
じ
セ
ン
タ
ー

内
に
看
護
学
校
を
開
設
。
ハ
イ
チ
の
社

会
を
形
づ
く
る
人
材
の
育
成
と
い
う
急

務
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
長
の
ソ
ネ
ル
・
ロ
マ
ン
神
父

は
「
私
た
ち
の
目
的
は
、
良
い
キ
リ
ス

ト
者
、
誠
実
な
市
民
を
育
て
る
こ
と
で

す
」
と
語
り
、
学
校
建
設
の
た
め
に
手

を
差
し
伸
べ
た
多
く
の
恩
人
に
感
謝
し
、

今
後
の
支
援
を
政
府
に
要
請
し
た
。

マ
リ
の
サ
レ
ジ
オ
会

避
難
民
を
受
け
入
れ

　

西
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
共
和
国
の
政
治
情

勢
が
不
安
定
さ
を
増
し
、
北
部
は
政
府

の
統
治
が
及
ば
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
マ

ド
リ
ッ
ド
の
サ
レ
ジ
オ
会
宣
教
事
務
局
に

よ
る
と
、
30
万
人
以
上
が
避
難
民
と
な
っ

て
い
る
。
隣
国
リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
政

権
が
倒
れ
た
後
、
大
量
の
兵
器
が
北
部

の
反
政
府
武
装
勢
力
に
渡
り
、
劣
勢
を

強
い
ら
れ
た
政
府
軍
の
一
部
が
不
満
を

抱
き
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
以
来
、

政
情
は
混
乱
が
続
い
て
い
る
。
北
部
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
入
っ
て
く
る
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
麻
薬
・

武
器
の
取
引
の
舞
台
と
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
過
激
派
グ
ル
ー
プ
は
若
者
を
募
集

し
、
ゲ
リ
ラ
兵
と
し
て
訓
練
し
て
い
る
。

　

バ
マ
コ
の
サ
レ
ジ
オ
会
は
、
２
０
１
２

年
５
月
17
日
か
ら
北
部
の
避
難
民
を
受

け
入
れ
始
め
た
。
ま
た
、
近
年
の
干
ば

つ
と
食
糧
不
足
の
た
め
、
特
に
農
村
部

は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
多
く
の
家
族

が
苦
し
ん
で
い
る
。
国
際
カ
リ
タ
ス
、

小
教
区
、
サ
レ
ジ
オ
会
は
、
農
村
部
と

避
難
民
へ
の
食
糧
配
給
を
行
う
た
め
、

協
力
の
枠
組
み
を
作
り
は
じ
め
た
。

　

マ
ド
リ
ッ
ド
の
宣
教
事
務
局
は
さ
ま

ざ
ま
な
国
際
機
関
に
呼
び
か
け
、
マ
リ

の
事
態
に
目
を
向
け
救
援
に
動
く
よ
う
、

連
帯
を
訴
え
て
い
る
。

扶
助
者
聖
母
に
捧
げ
ら
れ
た

新
し
い
教
会

　

モ
ン
ゴ
ル
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
が
始

ま
っ
て
20
周
年
を
記
念
し
、
２
０
１
２
年

５
月
31
日
、
ダ
ル
カ
ン
市
で
、
扶
助
者
聖

母
に
捧
げ
ら
れ
た
教
会
が
献
堂
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
教
会
の
信
徒
が
早
朝
か
ら

飾
り
つ
け
、
聖
歌
の
練
習
、
祈
り
を
し

て
準
備
。
主
司
式
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

の
教
区
長
パ
デ
ィ
ラ
司
教
。
サ
レ
ジ
オ

会
ベ
ト
ナ
ム
管
区
長
ホ
ン
神
父
（
モ
ン
ゴ

ル
は
ベ
ト
ナ
ム
管
区
に
所
属
）、
ダ
ル
カ

ン
の
院
長
・
主
任
司
祭
レ
ウ
ン
神
父
（
中

国
管
区
出
身
）
そ
の
ほ
か
の
司
祭
た
ち

が
共
同
司
式
し
、
香
港
か
ら
の
サ
レ
ジ

オ
会
員
や
恩
人
も
参
列
。
司
教
は
聖
母

訪
問
の
祝
日
に
ち
な
み
、
新
し
い
教
会

の
献
堂
に
つ
い
て
「
神
が
ご
自
分
の
民

を
訪
れ
ら
れ
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

説
教
に
続
き
、
９
人
の
若
者
が
堅
信

の
秘
跡
を
受
け
、
２
年
の
準
備
を
終
え

た
10
人
の
信
徒
が
サ
レ
ジ
ア
ニ
・
コ
オ
ペ

ラ
ト
ー
リ
と
し
て
約
束
を
立
て
た
。
引

き
続
き
、
祭
壇
と
教
会
全
体
の
奉
献
が

行
わ
れ
、
６
人
の
共
同
司
式
者
た
ち
が

教
会
の
６
つ
の
柱
を
祝
福
。

　

ホ
ン
管
区
長
は
ミ
サ
の
終
わ
り
に
、

司
教
を
は
じ
め
、
教
会
建
設
と
ダ
ル
カ

ン
の
キ
リ
ス
ト
者
共
同
体
の
設
立
に
携

わ
っ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
共
同
体
20
周
年
を
記
念
す
る
モ

ン
ゴ
ル
風
の
扶
助
者
聖
母
像
が
司
教
と

来
賓
に
贈
ら
れ
た
。

内
戦
の
ゴ
マ
の
状
況

　

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
ゴ
マ
で
は
、
数

か
月
前
よ
り
北
キ
ヴ
地
方
の
資
源
を
巡

り
外
国
勢
力
が
介
入
、
内
戦
が
激
し
さ

を
増
し
、
数
日
で
１
万
５
千
人
の
避
難

民
が
ゴ
マ
郊
外
に
押
し
寄
せ
て
い
る
。

　

ゴ
マ
の
サ
レ
ジ
オ
会
の
ガ
ヴ
ィ
オ
リ

神
父
は
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
栄
養
失
調
の

子
ど
も
た
ち
の
う
ち
特
に
深
刻
な
状
態

だ
っ
た
７
人
を
セ
ン
タ
ー
に
収
容
し
、
治

療
し
て
い
る
と
い
う
。
親
を
失
い
保
護

さ
れ
る
子
ど
も
も
増
え
て
い
る
。
教
区
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ハイチに開校したドン・ボスコ技術訓練学校

マリの子どもたち

モンゴルで扶助者聖母に捧げられた教会の献堂式
ビルバオでマドリッドで サンティアゴ・デ・コンポステーラで
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和
国

モ
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カ
リ
タ
ス
の
指
導
の
下
、
栄
養
セ
ン
タ
ー

の
再
開
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ド
ン
・
ボ

ス
コ
・
セ
ン
タ
ー
に
は
、
戦
闘
が
激
し
く

な
っ
た
ル
チ
ュ
ル
の
カ
リ
タ
ス
か
ら

委
託
さ
れ
た
、
元
少
年
兵
の
18
人
の
少

年
と
１
人
の
少
女
も
身
を
寄
せ
て
い
る
。

　

ド
ン
・
ボ
ス
コ
・
セ
ン
タ
ー
が
世
界
食

料
計
画
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
援
助
に
よ
っ
て
行
っ
て

い
た
学
校
の
生
徒
た
ち
へ
の
給
食
は
、
Ｗ

Ｆ
Ｐ
の
食
糧
が
底
を
つ
い
た
た
め
停
止
。

戦
闘
に
よ
っ
て
農
産
物
の
価
格
は
上
昇
、

手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
は
人
種
・
部
族
・
宗
教
に
か
か
わ

ら
ず
、
助
け
を
求
め
る
人
々
に
で
き
る

だ
け
の
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

先
は
全
く
見
通
せ
な
い
。
「
人
々
に
と
っ

て
生
き
延
び
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
、
助
け
て
く
だ
さ
る
な
ら
あ
り
が
た

い
で
す
」
と
ガ
ヴ
ィ
オ
リ
神
父
は
語
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
女
王

南
ス
ー
ダ
ン
を
応
援

　

２
０
１
２
年
６
月
２
日
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
冬
季
五
輪
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
ス
テ
ラ
・
キ
ム
・
ヨ
ナ

さ
ん
が
ソ
ウ
ル
の
サ
レ
ジ
オ
会
管
区
長

館
を
訪
れ
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
１
０
０
の

小
学
校
を
建
設
す
る
企
画
の
賛
同
者
に

名
を
連
ね
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ド

ナ
ー
テ
ィ
神
父
が
呼
び
か
け
、
サ
レ
ジ
オ

会
が
立
ち
上
げ
た
も
の
（『
ド
ン
・
ボ
ス

コ
の
風
』
８
号
参
照
）。

　

ス
ー
ダ
ン
の
ド
ナ
ー
テ
ィ
神
父
と
コ

ミ
ー
ノ
修
士
は
資
金
集
め
の
た
め
、
か
つ

て
20
年
以
上
宣
教
師
と
し
て
働
い
た
韓

国
を
訪
れ
た
。
ド
ナ
ー
テ
ィ
神
父
の
手

紙
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
各
界
の
著
名
人

が
支
援
を
申
し
出
て
お
り
、
キ
ム
・
ヨ

ナ
さ
ん
も
そ
の
一
人
。

　

キ
ム
・
ヨ
ナ
さ
ん
は
２
０
１
８
年
冬
季

五
輪
の
招
致
活
動
の
た
め
、
昨
年
夏
ア

フ
リ
カ
を
訪
れ
、
強
い
印
象
を
受
け
た

と
い
う
。
直
接
話
を
聞
き
た
い
と
訪
問
、

６
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
を
寄
付
し
た
。
こ
れ
は

１
つ
の
学
校
の
建
設
費
に
相
当
す
る
。

　
「
あ
な
た
は
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の

お
手
本
で
す
が
、
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
る
本
当
の
教
育
で
す
。
あ

な
た
は
愛
の
女
王
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
が
で
き
あ
が
っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
子

ど
も
た
ち
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
ド
ナ
ー
テ
ィ
神
父
は
感
謝
し
た
。

　
「
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
喜
ん

で
南
ス
ー
ダ
ン
の
子
ど
も
た
ち
を
助
け

た
い
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
将

来
教
師
に
な
る
人
間
と
し
て
、
す
べ
て

の
子
ど
も
に
と
っ
て
教
育
が
大
切
だ
と

承
知
し
て
い
ま
す
」
と
キ
ム
・
ヨ
ナ
さ

ん
は
語
っ
た
。

　

ド
ナ
ー
テ
ィ
神
父
は
パ
ピ
ル
ス
に
描
か

れ
た
扶
助
者
聖
母
の
絵
と
「
美
し
き
青

き
ド
ナ
ウ
」
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
を

キ
ム
・
ヨ
ナ
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

シ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
・
ト
ロ
ン
カ
ッ
テ
ィ

11
月
24
日
列
福

　

サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の
シ
ス

タ
ー
・
マ
リ
ア
・
ト
ロ
ン
カ
ッ
テ
ィ
の
列

福
式
が
、
２
０
１
２
年
11
月
24
日
に
エ
ク

ア
ド
ル
の
マ
カ
ス
で
行
わ
れ
る
。
教
皇

代
理
と
し
て
、
列
聖
省
長
官
ア
マ
ー
ト

枢
機
卿
が
式
を
執
り
行
う
。

　

シ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
・
ト
ロ
ン
カ
ッ
テ
ィ

は
１
８
８
３
年
２
月
16
日
、
北
イ
タ
リ

ア
に
生
ま
れ
た
。
畑
で
働
き
、
弟
や
妹

た
ち
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
大
家
族
の

中
で
両
親
の
温
か
い
愛
情
に
包
ま
れ
て

育
っ
た
マ
リ
ア
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
修
道

女
へ
の
道
に
心
ひ
か
れ
て
い
た
が
、
父
親

と
教
会
の
司
祭
に
従
い
成
人
に
な
る
ま

で
待
ち
、
サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
に

入
会
。
第
１
次
世
界
大
戦
中
に
陸
軍
病

院
で
赤
十
字
の
看
護
師
と
し
て
働
い
た

経
験
が
、
後
に
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林

で
働
く
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

　

１
９
２
２
年
、
エ
ク
ア
ド
ル
に
派
遣
さ

れ
た
シ
ス
タ
ー
は
、
ほ
か
の
２
人
の
シ
ス

タ
ー
と
共
に
シ
ュ
ア
ル
の
人
々
の
た
め
に

働
き
、
密
林
で
の
想
像
を
絶
す
る
多
く

の
苦
労
を
捧
げ
な
が
ら
福
音
を
伝
え
た
。

シ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
の
「
奇
跡
」
と
言

わ
れ
た
マ
カ
ス
、
セ
ビ
ー
ジ
ャ
・
ド
ン
・

ボ
ス
コ
、
ス
ク
ア
の
事
業
は
、
今
も
活

力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
シ
ス
タ
ー
は
１

人
で
看
護
師
、
外
科
医
、
歯
科
医
、
麻

酔
医
な
ど
の
役
を
こ
な
し
た
が
、
何
よ

り
も
福
音
を
告
げ
る
人
で
あ
り
、
あ
ふ

れ
る
信
仰
、
忍
耐
、
兄
弟
愛
を
も
っ
て

人
々
の
友
、
姉
妹
、
母
と
な
っ
た
。
シ
ュ

ア
ル
の
女
性
の
た
め
の
活
動
を
通
し
て
、

何
百
も
の
新
し
い
キ
リ
ス
ト
者
の
家
庭

が
生
ま
れ
た
。
植
民
者
と
イ
ン
デ
ィ
オ

の
人
々
の
和
解
の
た
め
に
命
を
捧
げ
て

い
た
シ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
は
１
９
６
９
年

８
月
25
日
、
飛
行
機
事
故
に
よ
り
ス
ク

ア
で
亡
く
な
り
、「
私
た
ち
の
マ
ー
ド
レ

シ
ー
タ
（
お
母
さ
ん
）
を
失
っ
た
」
と

多
く
の
人
が
別
れ
を
悲
し
ん
だ
。

　

２
０
１
２
年
５
月
10
日
、
エ
ク
ア
ド
ル

人
女
性
の
病
か
ら
の
回
復
が
列
福
の
た

め
の
奇
跡
と
し
て
正
式
に
認
定
さ
れ
た
。

幼
い
５
人
の
子
ど
も
の
母
で
あ
る
ホ
セ

フ
ァ
・
ピ
ス
コ
さ
ん
は
２
０
０
２
年
、
重

篤
な
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
数
日
の
命
と

宣
告
さ
れ
た
。
こ
の
家
族
の
窮
状
を
見

か
ね
た
サ
レ
ジ
オ
会
の
セ
ガ
ラ
神
父
が
、

シ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
へ
の
ノ
ヴ
ェ
ナ
を
提

案
し
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
予
期
せ
ぬ
回
復
が

始
ま
り
、
ま
も
な
く
完
治
し
た
。

　
「
十
字
架
に
目
を
上
げ
る
と
、
働
く

力
と
勇
気
が
与
え
ら
れ
ま
す
」
と
語
り
、

人
々
の
た
め
に
た
ゆ
み
な
く
自
分
を
与

え
続
け
た
シ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
の
力
の
源

は
、
こ
の
確
か
な
信
仰
だ
っ
た
。

「
サ
レ
ジ
オ
会
会
報
」
編
集
者
の

国
際
会
議
開
催

　

３
年
に
１
度
行
わ
れ
る
「
サ
レ
ジ
オ

会
会
報
（Salesian B

ulletin

）」
編

集
者
の
国
際
会
議
が
２
０
１
２
年
５
月

17
～
19
日
、
サ
レ
ジ
オ
会
ロ
ー
マ
本
部
に

て
開
催
さ
れ
、
世
界
42
地
域
か
ら
約
50

人
が
参
加
。
「
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
風
」
と

題
し
て
発
行
し
て
い
る
日
本
か
ら
も
広

報
・
出
版
担
当
者
の
浦
田
慎
二
郎
神
父

と
立
石
光
洋
氏
が
出
席
し
、
編
集
者
の

交
流
・
懇
親
も
深
め
た
。

　
「
サ
レ
ジ
オ
会
会
報
」
は
ド
ン
・
ボ
ス

コ
が
１
８
７
７
年
に
創
刊
、
サ
レ
ジ
オ

会
精
神
を
広
め
分
か
ち
合
う
こ
と
を
目

的
に
、
現
在
は
世
界
で
56
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

（
版
）
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

版
を
合
わ
せ
て
１
つ
の
「
サ
レ
ジ
オ
会

会
報
」
で
あ
り
、
編
集
長
は
サ
レ
ジ
オ

会
総
長
が
務
め
て
い
る
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
制
作
の
現
状
と
課

題
を
分
析
し
、
多
く
の
信
徒
が
編
集
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
。キ
リ
ス
ト
、

ド
ン
・
ボ
ス
コ
、
サ
レ
ジ
オ
会
の
精
神
を

特
に
若
者
に
伝
え
、
会
報
を
通
じ
て
皆

が
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
友
と
な
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
文

章
、表
現
、良
質
な
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
、

写
真
や
映
像
を
多
用
す
る
こ
と
、
豊
富

な
世
界
各
地
の
ニ
ュ
ー
ス
資
源
を
共
有
し

活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
の

事
例
発
表
を
ふ
ま
え
議
論
を
深
め
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
誰
で
も
記
事
な
ど
情
報
を
投
稿
で

き
る
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
事
例
や
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で

き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
事
例
な

ど
、
特
に
中
央
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
先
進
的
な
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
「
サ
レ
ジ
オ
会
会
報
」
は
、
会
員
、

サ
レ
ジ
オ
家
族
、
卒
業
生
、
各
管
区
の

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
役
割
を

担
う
こ
と
を
再
確
認
し
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ

生
誕
２
０
０
周
年
の
準
備
を
促
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
の
開
発
・
発
展
に
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
サ
レ
ジ
オ
会
は
代
々
バ
チ
カ

ン
の
公
式
な
新
聞
発
行
の
事
業
を
委
託

さ
れ
て
い
る
が
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１

つ
と
し
て
、
バ
チ
カ
ン
の
新
聞
社
オ
ッ
セ

ル
バ
ト
ー
レ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
オ
フ
ィ
ス
と

印
刷
所
を
視
察
し
た
。

World Salesian Family NEWS

世界42地域から編集者が集まった会議の様子『サレジオ会会報』は世界56エディション（版）発行チャーベス総長を囲む参加メンバー

キム・ヨナさんに扶助者聖母の絵を
手渡すドナーティ神父

シスター・
マリア・トロンカッティ

◆南スーダン100校プロジェクトのため
　ご寄付のお願い

下記の振込口座まで（または本誌とじ込みの

払込用紙にて）ご寄付をお願い申し上げます。

郵便振替
口座番号　00100-7-412947
加入者名　「ドン･ボスコの風」編集事務局
※通信欄に「南スーダン100校プロジェクトの
ため」と明記してください。

韓
国

ロ
ー
マ

エ
ク
ア
ド
ル

ゴマの避難民の多くは子どもと女性、お年寄り
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本
誌
の
連
載
「
時
を
超
え
て
紡
ぐ

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
」
で
お
な
じ
み

の
ノ
ゾ
エ
征
爾
さ
ん
。
今
年
３
月
、
演

劇
界
の
芥
川
賞
と
い
わ
れ
る
「
岸
田

國く
に

士お

戯
曲
賞
」
を
受
賞
。
演
劇
界
で

大
注
目
の
こ
の
人
に
登
場
し
て
い
た
だ

い
た
。

★　

★　

★

─ 

現
在
の
仕
事
を

　

 
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

脚
本
家
（
劇
作
家
）、
演
出
家
、
そ

し
て
俳
優
で
す
。
舞
台
脚
本
は
、
自
分

の
劇
団
で
は
10
年
以
上
ず
っ
と
書
い
て

て
、
他
か
ら
も
依
頼
さ
れ
て
書
い
た
り
、

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
な
ど
も
よ
く
書
い
た
り
し
て

ま
し
た
。
他
に
、
映
画
の
脚
本
や
、
若

者
向
け
の
雑
誌
に
エ
ッ
セ
イ
や
コ
ラ
ム
な
ど

も
書
い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

舞
台
の
演
出
家
も
や
り
、
俳
優
も
、
舞

台
や
ド
ラ
マ
や
映
画
な
ど
で
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

─ 

脚
本
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
は

　

 

ど
こ
か
ら
？

　

実
体
験
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
し
、
も
ち
ろ
ん
完
全
な
る
空

想
も
あ
り
ま
す
。
生
活
す
る
な
か
で
見

聞
き
し
て
き
た
も
の
や
、
周
囲
の
誰
か
を

モ
デ
ル
に
し
た
り
。
普
段
か
ら
、
つ
ね
に

作
品
の
ネ
タ
を
探
し
て
い
る
と
い
う
か
、

な
ん
で
も
す
ぐ
に
作
品
に
直
結
し
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
仕
事
と
遊

び
の
境
が
な
い
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

で
も
、
苦
で
は
な
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
好

き
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

─ 

仕
事
の
喜
び
は
？

　

舞
台
で
好
き
な
の
は
、
表
現
す
る
側

も
お
客
さ
ん
も
、
時
間
や
温
度
や
そ
の
場

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
全
て
、
同
時
に
体

感
で
き
る
と
こ
ろ
。
何
を
感
じ
る
か
は
も

ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
で
違
い
ま
す
が
、
同
じ

空
間
で
の
共
有
感
や
一
体
感
が
好
き
で

す
。
自
分
た
ち
が
必
死
で
模
索
し
た
も

の
を
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
日
に
は
、

そ
の
嬉
し
さ
と
いっ
た
ら
代
え
が
た
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
劇
団
の
活
動
と
は
別
で
、

こ
こ
数
年
、
毎
年
10
か
所
ほ
ど
高
齢
者

施
設
で
劇
の
巡
業
を
し
て
た
り
も
し
て
、

意
識
も
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
よ
う
な
方

が
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
て
喜
ん
で
く

だ
さ
る
。
こ
っ
ち
が
逆
に
感
動
し
て
泣
い

て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
。
演
劇
に
は
何
か

そ
う
い
う
、
人
の
心
を
動
か
す
力
が
あ
る

ん
で
す
よ
ね
。

─ 

い
つ
か
ら
こ
の
世
界
に

　

 

進
も
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？

　

大
学
で
演
劇
を
始
め
て
か
ら
で
す
。

大
学
入
学
時
に
、
新
入
生
歓
迎
公
演
と

い
う
の
を
す
ご
く
小
さ
い
劇
場
で
観
て
、

初
体
験
の
ゾ
ク
ゾ
ク
を
感
じ
て
、
こ
ん
な

に
ゾ
ク
ゾ
ク
し
た
も
の
を
や
っ
て
み
な
い
の

は
嘘
だ
！
と
思
っ
て
、
演
劇
部
に
入
り
ま

し
た
。
何
も
か
も
が
新
鮮
で
、
す
ぐ
に
の

め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
後
に
「
は
え

ぎ
わ
」
を
立
ち
上
げ
た
当
初
も
、
こ
れ

を
職
業
に
す
る
ん
だ
と
い
う
覚
悟
が
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
、
や
り
た
い
と

い
う
衝
動
だ
け
で
し
た
。

─ 

創
作
す
る
な
か
で

　

 

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

ハ
ー
ト
が
動
く
と
い
う
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
心
が
ビ
ビっ
と
動
く
と
こ
ろ

に
い
た
い
。
そ
う
い
う
行
動
、
表
現
を
し

て
い
た
い
。
安
全
な
道
、
安
住
は
し
た
く

な
い
で
す
。

　

作
品
と
し
て
は
、
完
璧
で
は
な
い
こ
の

世
の
中
で
、
そ
れ
で
も
一
生
懸
命
に
生

き
て
い
る
人
た
ち
を
愛
情
いっ
ぱ
い
に
描
き

た
い
。
笑
い
に
も
こ
だ
わ
り
た
い
で
す
。

─ 

中
高
時
代
を
サ
レ
ジ
オ
で

　

 

過
ご
し
て
培
っ
た
こ
と
は
？

　

思
春
期
の
６
年
間
を
過
ご
し
た
わ
け

で
す
か
ら
、
絶
対
的
な
ル
ー
ツ
に
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
て
、
言
葉
で

は
言
い
表
し
き
れ
な
い
で
す
。（
川
崎
に

あ
っ
た
）
鷺
沼
校
舎
の
こ
と
は
す
ご
く
思

い
出
し
ま
す
。
サ
レ
ジ
オ
で
過
ご
し
た
友

達
や
場
所
は
、
自
分
の
立
ち
帰
れ
る
ト
コ

ロ
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
い
ま
で
も
皆

よ
く
公
演
を
観
に
き
て
く
れ
ま
す
。
会

う
と
や
は
り
格
別
に
嬉
し
い
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
サ
レ
ジ
オ
時
代
、
詩
を

書
い
て
い
ま
し
た
。
高
校
の
時
は
バン
ド
を

や
っ
て
い
た
の
で
曲
も
作
っ
て
い
ま
し
た
。

何
か
表
現
す
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。

─ 

後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

い
ろ
い
ろ
規
制
も
あ
り
、
悩
み
や
不
安

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
な

か
で
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も
自
分
が
夢
中

に
な
れ
る
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
な
ん
で
も
い
い
ん
で
す
。

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
で
も
、
部
活
で
も
、

小
さ
な
趣
味
で
も
、
も
ち
ろ
ん
勉
強
で
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
最
も
純
粋
で
熱
い
気

持
ち
が
あ
る
年
頃
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
夢
中

に
な
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
る
は
ず
な
の

で
、
恐
れ
ず
に
そ
れ
に
打
ち
込
ん
で
ほ
し

い
で
す
ね
。
輝
か
し
い
未
来
は
必
ず
訪
れ

ま
す
。
そ
れ
が
い
つ
か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

だ
と
思
い
ま
す
け
ど
。
★

★サレジオ歴★ 　サレジオ学院中学校・高等学校卒業
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における人間の生き様に真正面から向き合いつつ、そのユーモアあふれる温かな視点と、役
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劇団はえぎわの稽古風景。ノゾエさんの的
確な演出指導で、俳優たちは作品の世界
をいきいきと表現していく。



2223 SALESIAN BULLETIN  JAPAN   July 2012   No.9

時を超えて紡ぐ
ショートストーリー

あ
り
が
と
う

　
某
月
某
日
。

　
娘
は
母
に
話
し
か
け
る
。

　
娘
「
お
母
さ
ん
、
マ
キ
だ
よ
？
　
マ
キ
だ

よ
？
　
お
母
さ
ん
、
分
か
る
？
　
マ
キ
だ
よ
？

　
あ
れ
一
緒
に
行
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
覚
え
て

る
？
　
読
売
ラ
ン
ド
。
小
学
校
の
時
、
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
じ
ゃ
な
い
。
ゴ
ー
カ
ー
ト
に

乗
っ
て
。
私
が
後
ろ
の
車
で
、
お
母
さ
ん
が
前

を
走
っ
て
て
。
私
が
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を

間
違
え
て
、
衝
突
し
て
、
お
母
さ
ん
ム
チ
打
ち

に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
覚
え
て
る
？
　
覚
え
て

る
よ
ね
え
？
　
あ
の
時
は
ご
め
ん
ね
。
　
お
母

さ
ん
、
ね
え
、
お
母
さ
ん
。
マ
キ
だ
よ
？
　
あ

れ
、
面
白
か
っ
た
よ
ね
え
？
　
箱
根
の
そ
ば
屋

さ
ん
。
車
で
行
っ
て
、
一
方
通
行
で
、
グ
ル
っ

て
回
っ
て
も
一
方
通
行
で
、
結
局
辿た
ど

り
着
け
な

か
っ
た
よ
ね
え
？
　
覚
え
て
る
で
し
ょ
？
　
あ

の
そ
ば
、
食
べ
た
か
っ
た
ね
え
？
　
今
度
食
べ

に
行
こ
う
ね
え
。
お
母
さ
ん
、
マ
キ
だ
よ
？
　

お
母
さ
ん
、
マ
キ
だ
よ
？
　
お
母
さ
っ
…
…
」

　
娘
は
泣
い
た
。

　
某
月
某
日
。

　
娘
は
母
の
手
を
ひ
い
て
散
歩
を
す
る
。

　
娘
「
お
母
さ
ん
、
マ
キ
だ
よ
？
　
分
か
る
？

マ
キ
だ
よ
？
　
マ
キ
の
手
だ
よ
？
　
ほ
ら
、
薬

指
、
高
校
の
時
、
バ
レ
ー
部
で
脱
臼
し
て
曲

が
っ
て
い
る
の
。
私
が
泣
い
て
い
た
ら
、
薬
指

が
曲
が
っ
て
い
る
の
も
マ
キ
の
立
派
な
個
性

だ
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
よ
ね
？
　
ほ
ら
、
マ
キ

の
個
性
の
手
だ
よ
？
　
ほ
ら
、
見
て
、
田
中
屋

さ
ん
閉
店
し
た
ん
だ
よ
？
　
魚
屋
さ
ん
。
覚
え

て
る
？
　
田
中
屋
魚
屋
さ
ん
。
ほ
ら
、
頭
が
見

事
に
ハ
ゲ
あ
が
っ
て
い
る
ご
主
人
の
。
ご
主
人

の
足
腰
が
弱
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ

れ
で
お
店
閉
め
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
今
度
か

ら
お
魚
ど
こ
で
買
お
う
か
ね
え
？
　
困
っ
た
ね

え
。
お
い
し
い
お
魚
が
食
べ
ら
れ
な
い
ね
。

　
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
お
母
さ
ん
ウ
ン
チ

踏
ん
だ
？
　
踏
ん
だ
ね
え
。
犬
の
散
歩
す
る

人
、
ち
ゃ
ん
と
し
て
ほ
し
い
ね
え
。
後
で
洗
お

う
ね
。
こ
の
先
の
タ
コ
公
園
で
洗
お
う
ね
。
タ

コ
公
園
分
か
る
よ
ね
え
？
　
大
き
な
タ
コ
の
す

べ
り
台
の
。
シ
ョ
ウ
イ
チ
ロ
ウ
が
５
歳
の
時
、

す
べ
り
台
か
ら
落
ち
て
腕
を
骨
折
し
た
所
。
覚

え
て
る
？
　
お
母
さ
ん
が
、
ク
レ
イ
マ
ー
・
ク

レ
イ
マ
ー
の
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
ば
り
に

シ
ョ
ウ
イ
チ
ロ
ウ
を
抱
っ
こ
し
て
病
院
ま
で

走
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
覚
え
て
る
で
し
ょ
？
　

シ
ョ
ウ
イ
チ
ロ
ウ
、
分
か
る
で
し
ょ
？
　
息
子

だ
よ
？
　
マ
キ
の
弟
だ
よ
？
　
お
母
さ
ん
、
マ

キ
だ
よ
？
　
お
母
さ
ん
、
ね
え
、
お
母
さ
ん
。

お
母
さ
っ
…
…
」

　
娘
は
泣
い
た
。

　
某
月
某
日
。

　
娘
は
変
わ
ら
ず
母
の
手
を
ひ
く
。

　
娘
「
お
母
さ
ん
、
マ
キ
だ
よ
？
　
覚
え
て
る

よ
ね
え
？
　
マ
キ
。
お
母
さ
ん
が
お
腹
を
切
っ

て
産
ん
で
く
れ
た
マ
キ
だ
よ
？
　
お
母
さ
ん
、

母
、
娘
だ
よ
？
　
マ
キ
と
お
母
さ
ん
は
、
母
、

娘
。
わ
か
る
で
し
ょ
？
　
お
母
さ
ん
の
お
母
さ

ん
は
、
私
の
お
婆
ち
ゃ
ん
。
私
の
息
子
は
お
母

さ
ん
の
孫
。
ス
テ
キ
だ
ね
え
。
つ
な
が
っ
て
い

る
ん
だ
ね
え
。
ど
の
命
も
何
億
年
も
つ
な
が
っ

て
い
る
ん
だ
ね
え
。
神
秘
だ
ね
え
。

　
お
母
さ
ん
、
雨
だ
ね
え
。
分
か
る
？
　
雨
。

雨
、
嫌
い
だ
よ
ね
え
。
鹿
児
島
に
旅
行
し
た

時
、
記
録
的
な
豪
雨
で
洪
水
に
流
さ
れ
た
も
ん

ね
え
。
覚
え
て
る
で
し
ょ
？
　
ロ
ー
プ
で
助
け

て
も
ら
っ
た
の
。
奇
跡
だ
っ
た
ね
え
。
奇
跡

だ
っ
た
ね
え
。
私
た
ち
は
今
、
奇
跡
の
お
か
げ

で
生
き
て
い
る
ん
だ
ね
え
。

　
お
母
さ
ん
、
着
い
た
よ
。
ほ
ら
、
お
父
さ
ん

の
お
墓
だ
よ
？
　
分
か
る
で
し
ょ
？
　
お
父
さ

ん
。
お
母
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
人
だ
よ
？
　
お

母
さ
ん
が
唯
一
オ
ナ
ラ
を
聞
か
せ
た
男
の
人
だ

よ
？
　
お
母
さ
ん
、
ま
だ
お
墓
に
入
ら
な
い
よ

ね
え
？
　
ま
だ
入
ら
な
い
よ
ね
え
？
　
お
母
さ

ん
、
ほ
ら
、
お
父
さ
ん
に
手
を
合
わ
せ
よ
う
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
出
会
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
よ
う
。
ま
た
い
つ
か
天
国
で
会
え
る
こ
と

を
お
祈
り
し
よ
う
。
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん

…
…
。
雨
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
ね
え
、
帰
ろ

う
ね
え
。
お
家
帰
ろ
う
ね
え
。
私
と
お
母
さ
ん

の
お
家
に
帰
ろ
う
ね
え
。
お
母
さ
ん
、
お
母

さ
っ
…
…
」

　
娘
は
泣
い
た
。

　
そ
し
て
、
某
月
某
日
。

　
娘
が
母
の
オ
ム
ツ
を
取
り
替
え
る
。

　
娘
「
さ
、
オ
ム
ツ
を
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
ね

え
。
は
ー
い
、
座
れ
ま
す
か
あ
？
　
は
ー
い
、

大
丈
夫
で
す
か
ら
ね
え
」

　
す
る
と
、
母
が
口
を
開
い
た
。

　
母
「
ど
こ
の
ど
な
た
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
い

つ
も
い
つ
も
す
い
ま
せ
ん
ね
え
」

　
娘
「
い
え
い
え
、
い
い
ん
で
す
よ
ー
」

　
母
「
あ
な
た
の
よ
う
な
娘
が
い
た
ら
、
ど
ん

な
に
幸
せ
だ
ろ
う
ね
え
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ね
え
。
」

　
娘
「
…
…
」

　
娘
は
、
泣
い
て
、
笑
っ
て
、
ま
た
泣
い
た
。

　
母
は
歌
を
口
ず
さ
み
、
娘
は
母
の
オ
ム
ツ
を

取
り
替
え
る
。
幼
い
頃
、
母
が
自
分
に
し
て
く

れ
た
よ
う
に
、
優
し
く
取
り
替
え
る
。

　
今
年
の
セ
ミ
が
鳴
き
は
じ
め
た
。 おむらまりこ

目黒星美学園小学校 図工科教諭。武蔵野美術大
学院修了。絵本に『はいいろのこひつじ』『たいせつな
おくりもの』『ヨハネ・ボスコのたいせつなゆめ』。イラストに

『森本千絵うたう作品集』。

ノゾエ征
せい

爾
じ

サレジオ学院中学校・高等学校卒業。脚本家、演出家、
俳優。大学在学中より劇団「はえぎわ」を主宰。2012
年『◯◯トアル風景』で岸田國士戯曲賞受賞。舞台、
映画、テレビ、ラジオ等で活躍中。www.haegiwa.net

母は心底わたしを愛してくれていました。

わたしも母に限りない信頼を寄せ、

なにもかも相談していました。

ドン・ボスコの言葉　〜ドン・ボスコ自叙伝 P.35〜

文
・
ノ
ゾ
エ
征
爾

登
場
人
物

　
母
　（
77
歳
）

　
娘
　（
44
歳
）

絵
・
お
む
ら
ま
り
こ

Vol.3



2425 SALESIAN BULLETIN  JAPAN   July 2012   No.9

サレジオ家族探訪

Salesian Family Visit

Salesian Family Visit

サ
レ
ジ
ア
ン・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

持
つ
男
に
な
れ
！

神
奈
川
県
横
浜
市

サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

　

ド
ン
・
ボ
スコ
は
、
社
会
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

若
者
に
自
ら
の
手
を
差
し
伸
べ
た
と
同
時
に
、
彼

の
志
こ
こ
ろ
ざ
しを

継
ぐ
若
者
を
育
て
て
い
き
ま
し
た
。「
若

者
こ
そ
が
社
会
を
変
え
て
い
く
」
と
い
う
ド
ン・
ボ

ス
コ
の
精
神
を
、
サ
レ
ジ
オ
学
院
は
現
代
の
日
本

社
会
の
中
で
実
現
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

明
る
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
校

　

本
校
は
１
９
６
０
年
、
目
黒
サ
レ
ジ
オ
中
学
校

と
し
て
創
立
し
、
63
年
に
サ
レ
ジ
オ
高
等
学
校
が

創
立
。
75
年
に
は
川
崎
サ
レ
ジ
オ
中
学
校
が
創

立
し
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
鷺
沼
で
中
高
一

貫
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
89
年
に
は
サ
レ
ジ
オ

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
に
名
称
を
変
更
し
、

95
年
に
現
在
の
横
浜
市
都
筑
区
に
移
転
。
ま

る
で
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
初
期
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の
よ
う

に
、
キ
ャベツ
の
よ
う
に
植
え
替
え
ら
れ
な
が
ら
成

長
し
、
２
０
１
０
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
６
千
人
以
上
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
校
舎
は
移
り
変
わ
っ
て
も
、
生
徒
と

教
職
員
の
明
る
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
は
大

切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

夢
の
実
現
「
25
歳
の
男
づ
く
り
」

　

サ
レ
ジ
オ
学
院
の
目
指
す
も
の
、
そ
れ
は
「
25

歳
の
男
づ
く
り
」
で
す
。
中
高
時
代
は
一
人
の
男

の
子
の
人
生
の
方
向
性
を
決
め
る
貴
重
な
６
年

間
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
卒
業
後
、
そ
れ
か
ら
が
人
生
本
番
で
す
。

私
た
ち
は
そ
こへ
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
、

大
学
合
格
だ
け
が
彼
ら
の
人
生
の
目
標
で
は
な

い
、と
い
う
こ
と
を
心
し
て
日
々
生
徒
た
ち
と
関
わっ

て
い
ま
す
。
25
歳
に
な
っ
た
と
き
の
彼
ら
の
夢
、
自

分
像
の
実
現
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
日
々
の
教
育

活
動
を
行
って
い
ま
す
。
ド
ン
・
ボ
スコ
伝
を
読
ん
だ

中
学
１
年
生
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ど
ん
な
夢
で
も
、
辛
い
こ
と
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
か
な
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ド
ン
・
ボ
ス
コ

は
頑
張
っ
て
夢
を
か
な
え
ま
し
た
。
僕
も
か
な

え
ら
れ
た
ら
奇
跡
っ
て
く
ら
い
の
夢
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
勉
強
を
頑
張
っ
て
、
す
ご
く
難
し

い
夢
だ
と
し
て
も
、
か
な
え
た
い
か
ら
か
な
え

る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。」

「
サ
レ
ジ
ア
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

＝S
tudy, S

olution, S
ervice

　
「
25
歳
の
男
づ
く
り
」
と
は
、簡
単
に
言
え
ば

「
サ
レ
ジ
ア
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
持
っ
た
男
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
す
。Salesian Spirit

に
は
Ｓ
で
始
ま
る
３
つ
の
言
葉
が
示
す
要
素
が
あ

り
ま
す
。

　

最
初
の
Ｓ
はStudy

（
教
養
・
知
識
）
で
す
。

将
来
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
に
は
、
ま
ず
自
分
の

資
質
、教
養
、知
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
Ｓ
はSolution

（
問
題
解
決
能
力
）

で
す
。コ
ミュニケ
ー
ション
能
力
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。
彼
ら
は
部
活
、
体
育
祭
、
学
園
祭
な
ど
の

学
校
行
事
を
通
し
て
（
チ
ー
ム
と
し
て
）「
問
題

解
決
能
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
の
Ｓ
はService

（
奉
仕
の
心
）
で
す
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
こ
れ
と
思
う
若
者
た
ち
を
招
き

ま
し
た
。
ド
ン
・
ボ
スコ
に
な
ら
い
、
今
日
私
た
ち

は
「
奉
仕
の
心
」
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
心
の

中
で
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
年

間
を
通
し
て
提
供
さ
れ
る
奉
仕
活
動
、
た
と
え

ば
街
頭
募
金
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
昨
年
は
被

災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
機
会
が
あ
り
、
多
く
の
生

徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
に
被
災
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
生
徒
の
感
想
文
で
す
。

「
自
分
は
桂
島
で
２
日
間
作
業
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
一
つ
の
家
屋
の
屋
根
に
、
黒
い
ペ

ン
キ
で
『
サ
ヨ
ナ
ラ
我
が
家
』
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
悲
し
く
な
っ
て
涙
が
出
そ
う

で
し
た
。
自
分
に
は
帰
る
家
が
あ
っ
て
何
の
不

自
由
も
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ら
れ
る
。
で
も

こ
の
家
の
住
人
に
は
も
う
帰
る
家
が
な
い
。
自

分
た
ち
の
微
力
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
で
も

同
時
に
人
と
人
は
協
力
す
れ
ば
何
か
で
き
る
。

微
力
は
無
力
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
感
じ
ま

し
た
。」

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
、
彼
ら
の
保
護
者

と
共
に
、
彼
ら
の
将
来
を
見
据
え
、
伸
び
代し
ろ

を

信
じ
、
彼
ら
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
が

ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
学
校
で
伝
統
的
に
大
切
に
さ
れ

て
き
た
精
神
「
ア
ッ
シ
ス
テ
ン
ツ
ァ
」（
共
に
い
る

こ
と
）
で
す
。

（
文
・
写
真
／
サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
提
供
）

ドン･ ボスコの精神を受け継いで、日本各地で活動するサレジ

オ家族の修道院・学校・教会・施設などを探訪。各地の「ド

ン･ ボスコらしい、サレジオ家族らしい風景」をお届けします。

サレジオ学院中学校・高等学校
神奈川県横浜市都筑区南山田 3-43-1

www.salesio-gakuin.ed.jp

梅村司教と記念撮影。体育祭で棒倒し。チームワーク、そして情熱？東北の被災地ボランティアには多くの生徒が参加。長崎修学旅行でのミサ。

授業での一コマ。仲間の研究発表に注目！朝、登校する生徒たちをハイタッチで迎える鳥越校長。

応援も全力で。体育祭の一コマ。

Ciao!
チャオ！
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イ
エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会

　

創
立
75
周
年

Suore della C
arità di G

esù
会
の
誕
生
物
語

　

私
た
ち
の
修
道
会
は
、
今
か
ら
75

年
前
、
１
９
３
７
年
８
月
15
日
に
宮

崎
の
地
で
誕
生
し
ま
し
た
。
と
は
いっ

て
も
、
そ
の
８
年
前
に
活
動
は
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
派
遣
さ

れ
た
９
人
の
サ
レ
ジ
オ
会
宣
教
師
た
ち

が
40
日
間
の
船
旅
を
し
て
た
ど
り
着
い

た
日
本
は
、
ま
さ
に
貧
し
さ
そ
の
も
の

で
し
た
。
チ
マッ
テ
ィ
神
父
を
団
長
と

す
る
彼
ら
の
導
き
の
も
と
、
教
会
の

若
い
女
性
た
ち
は
貧
し
い
人
や
身
寄

り
の
な
い
お
年
寄
り
た
ち
を
訪
問
し
始

め
、
１
９
３
２
年
に
は
ま
だ
宮
崎
に
国

の
福
祉
事
業
が
な
か
っ
た
当
時
、
彼

ら
に
も
っ
と
人
間
ら
し
い
生
活
を
さ
せ

た
い
と
、
今
で
い
う
総
合
福
祉
施
設

「
救
護
院
」
を
建
て
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
収
容
人
数
が
増
え
る
一
方
、
外

国
人
が
施
設
を
運
営
す
る
難
し
さ
が

増
し
、
こ
の
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
く

必
要
性
の
も
と
、
修
道
会
が
創
立
さ

れ
た
わ
け
で
す
。

会
の
歩
み

　

修
道
生
活
を
志
し
た
女
性
た
ち
は

非
常
に
貧
し
い
生
活
に
甘
ん
じ
、
育

ち
盛
り
の
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
た
ち
を

養
育
し
、
身
寄
り
の
な
い
病
人
や
お

年
寄
り
の
世
話
を
す
る
た
め
、
日
夜

労
働
に
明
け
く
れ
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス

ト
に
す
べ
て
を
奉ほ
う

献け
ん

す
る
生
活
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。「
こ
れ
ら
の
最

も
貧
し
い
人
の
一
人
に
し
た
こ
と
は
、

私
に
し
た
の
で
あ
る
」
と
の
キ
リ
ス
ト

の
言
葉
が
、
無
償
の
愛
の
奉
仕
を
支

え
て
い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
の
命
を
か

け
た
証
あ
か
しが

実
を
結
び
、
多
く
の
召
し
ょ
う

命め
い

に
恵
ま
れ
、
カ
リ
タ
ス
会
は
少
し
ず
つ

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

世
界
へ
羽
ば
た
く
カ
リ
タ
ス
会

　

私
た
ち
の
会
の
特
徴
と
し
て
、
宣

教
女
の
海
外
派
遣
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
創

立
者
カ
ヴ
ォ
リ
神
父
は
、１
９
５
６
年
、

ま
だ
若
い
カ
リ
タ
ス
会
の
母
体
か
ら
修

道
女
を
韓
国
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決

め
、
そ
の
後
も
南
米
に
派
遣
を
続
け

ま
す
。
特
に
創
立
当
初
か
ら
幾
人
も

の
韓
国
人
が
入
会
す
る
な
ど
、
韓
国

と
の
関
わ
り
の
歴
史
は
長
く
深
い
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
韓
国
で
の
カ
リ
タ
ス

会
の
広
が
り
は
目
覚
ま
し
く
、
会
員

の
約
半
数
は
韓
国
人
で
す
。
言
語
や

文
化
の
違
い
を
少
し
ず
つ
乗
り
越
え
な

が
ら
続
け
て
き
た
お
互
い
の
交
流
が
、

豊
か
な
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

１
９
８
６
年
に
サ
レ
ジ
ア
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
加
盟
し
、
１
９
９
８
年
に
は
ロ
ー

マ
教
皇
庁
直
轄
の
修
道
会
と
し
て
認

可
さ
れ
、
２
０
０
８
年
に
総
本
部
は

ロ
ー
マ
に
移
転
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
０
９
年
、
宮
崎
カ
リ
タ
ス
修
道
女

会
と
い
う
名
は
、
私
た
ち
の
会
の
精
神

を
よ
り
反
映
す
る
「
イ
エス
の
カ
リ
タ

ス
修
道
女
会
」
と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
15
の
国
で
約
１
０
０
０
人
の

カ
リ
タ
ス
会
員
が
、
保
育
園
・
乳
児
院
・

養
護
施
設
・
高
齢
者
施
設
・
病
院

な
ど
で
社
会
福
祉
活
動
を
、幼
稚
園
・

学
校
な
ど
で
教
育
活
動
を
、
そ
し
て

教
会
活
動
・
出
版
活
動
・
社
会
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
の
み
心
の

愛
を
伝
え
る
使
命
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
遂
行
し
て
い
ま
す
。

喜
び
の
輪
を
広
げ
て

　

今
年
２
０
１
２
年
８
月
15
日
に
創

立
75
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
準

備
の
た
め
の
祈
り
、
全
会
員
の
感
謝

と
喜
び
を
織
り
込
ん
だ
記
念
文
集
の

作
成
、
有
志
に
よ
る
作
曲
の
募
集
、

会
の
歴
史
の
研
究
や
学
び
な
ど
、
会

と
し
て
１
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
一
つ
割
り
当
て

ら
れ
た
支
部
の
会
員
た
ち
の
た
め
に

全
会
員
が
心
を
向
け
て
祈
る
「
祈
り

の
リ
レ
ー
」
は
、
世
界
に
広
が
る
全

会
員
の
心
を
一
つ
に
結
び
、
喜
び
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。
６
月
10
日
に
は

発
祥
の
地
で
あ
る
宮
崎
に
、
管
区
を

越
え
て
世
界
か
ら
２
５
０
人
の
会
員

が
集
ま
っ
て
祝
い
ま
し
た
。
８
月
15
日

に
は
管
区
ご
と
に
記
念
の
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。

「
75
年
の
愛
の
証
」を
明
日
につ
な
ぐ

　

最
後
に
創
立
75
周
年
に
あ
た
り
、

サ
レ
ジ
オ
家
族
の
皆
様
に
宛
て
た
、
イ

エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会
総
長
シ
ス

タ
ー
志
村
百
合
子
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

 

「
創
立
75
周
年
は
、
小
さ
な
私
た
ち

を
通
し
て
行
わ
れ
た
神
様
の
偉
大
な

み
業
を
た
た
え
、
私
た
ち
の
歩
み
を

支
え
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
を
新
た
に
し
な
が
ら
、
１
０
０

周
年
へ
と
向
か
う
再
出
発
の
時
で
す
。

今
、
私
た
ち
は
、
創
立
者
や
初
期
会

員
そ
し
て
彼
ら
の
後
に
続
い
た
姉
妹
た

ち
の
『
75
年
の
愛
の
証
』
を
サ
レ
ジ
オ

家
族
の
交
わ
り
の
中
で
、
若
者
た
ち

と
共
に
明
日
に
つ
な
げ
て
い
く
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。
サ
レ
ジ
オ
家
族

の
皆
様
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
★

文
／
イ
エス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会

国分寺で戦災孤児たちとともに

カリタス会の前身の愛子会員たち
前列中央が後の初代総長、長船タキ創立75周年の祝い

懐かしい以前の制服

創立75周年の祝いを前にみんなでパチリ！

世界中で活躍するシスターたち

World Salesian Family REPORT　世界のサレジオ家族だより

スモールクワイア
新作 CD『祝福の歌』
8 月 15 日リリース！
５年ぶりに４枚目の CD を制作
中です。創立記念日の８月 15
日にリリース！　どうぞご期待
ください。お求めの方はホー
ムページ「スモールクワイア」
のコーナーをご覧ください。 
http://www.m-caritas.jp/

２
０
１
２
年
８
月
15
日
、
イ
エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会
は
創
立
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。

日
本
で
誕
生
し
、
と
く
に
貧
し
く
小
さ
い
人
び
と
の
た
め
に
働
く
カ
リ
タ
ス
会
は
、

言
語
や
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
今
日
も
世
界
15
か
国
で
、
イ
エ
ス
の
み
心
の
愛
を
伝
え
て
い
ま
す
。

イエスのカリタス修道女会
Suore della Carità di 
Gesù (SCG)

● 1937 年創立
●会の目的
すべての人、特に貧しい人、苦しん
でいる人に対するイエスの憐れみ深
い愛を証しする使命を、教会活動、
社会福祉活動、教育活動、広報
活動などを通して遂行する。
●会員数　
世界の会員数：1,000 人
日本の会員数： 450 人（47 支部）
●活動地域（15 か国）
日本、韓国、ボリビア、ブラジル、
イタリア、ペルー、ドイツ、フィリピン、
パプアニューギニア、オーストラリア、
アメリカ合衆国、中国、アルゼンチ
ン、ヴェトナム、南スーダン
●活動内容
幼稚園・保育園、乳児院・児童
養護施設、小学校・中学校・高
等学校、職業訓練校・日本語学校、
子供支援センター、障害者デイケ
アセンター、高齢者施設、診療所・
病院、移住労働者の家、無料食
堂、総合社会福祉館、聖書教室、
聖体奉仕、典礼奉仕、家庭訪問、
病院訪問、教会学校、広報活動、
出版使徒職、信徒の黙想会、召
命司牧活動など
●お問い合わせ
イエスのカリタス修道女会
日本管区本部
〒 167-0021
東京都杉並区井草 4-20-5
Tel: 03-3396-2171
http://www.m-caritas.jp
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私
は
２
月
25
日
・
26
日
に
、
岩
手
県
大

船
渡
市
に
あ
る
大
船
渡
北
小
学
校
と
海
の

星
幼
稚
園
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パン
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
に
元
気
を
届
け
た
く
て
、
学
校
の
聖
歌
隊

の
希
望
者
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

道
路
や
鉄
道
が
寸
断
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
の

で
、
大
船
渡
ま
で
６
時
間
以
上
か
か
り
ま
し

た
。
東
京
よ
り
も
寒
く
一
面
の
雪
で
し
た
。

　

大
船
渡
北
小
学
校
で
は
、
全
児
童
の
皆

さ
ん
と
仮
設
住
宅
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
方

も
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
震
災
前
は
、

小
学
校
の
校
庭
だ
っ
た
場
所
は
す
べ
て
仮
設

住
宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
「
い
の
ち
」
や
「
幸
せ
運
べ
る
よ
う
に
」「
学

校
へ
行
き
た
い
」
な
ど
の
曲
を
歌
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
船
渡
北
小
学
校
の
お
友

達
は
、
み
ん
な
元
気
が
よ
く
て
、
元
気
を
届

け
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
笑
顔
が
いっ
ぱ
い
で
、

と
て
も
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
、
逆
に
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行
っ
た
海
の
星
幼
稚
園
で
は
、

教
会
関
係
の
方
や
、
幼
稚
園
の
お
友
達
の

お
母
様
と
お
父
様
が
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
マ
リ
ア
様
の
心
」
な
ど
聖
歌
を
歌

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
ろ
の
席
で
涙

し
な
が
ら
一
緒
に
聖
歌
を
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

て
、
な
か
な
か
消
え
な
い
悲
し
み
も
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
方
た
ち
の
気

持
ち
に
寄
り
そ
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
、
心

を
こ
め
て
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バス
か
ら
被
災
地
を
見
学
し
ま

し
た
。
建
物
は
あ
っ
て
も
、
中
は
何
も
な
い

ビ
ル
や
天
井
が
崩
れ
落
ち
て
し
ま
い
、
中
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
山
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
な
ど
、

そ
こ
は
も
と
も
と
何
が
あ
っ
た
の
か
、
人
の
暮

ら
し
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
と
想
像
も
で
き
な
い

状
態
で
し
た
。
私
が
見
て
い
る
海
の
中
に
ま

だ
何
千
人
も
の
人
が
眠
っ
て
い
る
と
思
う
と

お
祈
り
に
いっ
そ
う
心
が
こ
も
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
被
災
地
か
ら
離
れ
た
日
常
生

活
で
、
私
た
ち
子
ど
も
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
目
の
前
に
い
る
人
を

大
切
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
家
族

で
も
友
達
で
も
、
だ
れ
に
対
し
て
も
今
日
の

前
に
い
る
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
な
ぜ
な

ら
人
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

被
災
地
を
訪
れ
て
、
交
流
会
で
皆
さ
ん
に

温
か
く
迎
え
ら
れ
て
、
私
は
そ
の
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
優
し
さ
や
温
か
さ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
な
く
て
も
、
今

私
た
ち
は
周
り
の
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
思
い
が
人
か
ら
人
へ
伝
わ
っ

て
いって
く
れ
た
ら
、
私
た
ち
の
家
族
が
、
私

た
ち
の
学
校
が
、
私
た
ち
の
日
本
が
、
優
し

さ
や
温
か
さ
で
包
ま
れ
、
み
ん
な
で
被
災
地

を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
お
祈
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
ぜ
今
回
の
震
災
が
起
こ
っ
た

の
か
、
神
様
の
み
こ
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
被
災
地
で
暮
ら
す
方
の
た
め
に
、
ま
た

私
た
ち
が
小
さ
な
こ
と
で
も
心
を
こ
め
て
さ
さ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
お
祈
り
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

大船渡北小学校で児童・地域の人々に歌を届ける。

大船渡の人々との交流会。

参加した聖歌隊の有志メンバー。

海に向かって手を合わせて祈る。

大
船
渡
を
訪
問
し
て
─
─

　

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

星
美
学
園
小
学
校（
東
京
都
北
区
）の
聖
歌
隊
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、今
年
２
月
に

被
災
地
を
訪
問
し
た
斉
藤
み
づ
き
さ
ん（
当
時
５
年
生
）の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

サレジアン小伝
ドン・ボスコのように生きた人たち
Salesian Life Story

今年 2012 年 1月27日、宣教師クロドヴェオ・タシナリ神父が静かに

私たちのもとを去った。出会った人々の心に温かな思い出と豊かな実り

を残して。100 歳の誕生日を目前にして天に召されたのは、奇しくも日

本の地を初めて踏んだ同じ1月27日だった。

● 

宣
教
師
に
な
っ
て
日
本
に
行
く
決
心

　

タ
シ
ナ
リ
神
父
は
、
１
９
１
２
年
３
月
９
日
、
イ
タ
リ
ア
の
モ
デ

ナ
で
生
ま
れ
た
。
深
い
信
仰
を
母
か
ら
学
ん
だ
ク
ロ
ド
ヴ
ェ
オ
少

年
は
、
12
歳
で
サ
レ
ジ
オ
会
の
中
学
校
に
入
学
、
13
歳
の
時
に
来

校
し
た
チ
マッ
テ
ィ
神
父
と
決
定
的
な
出
会
い
を
す
る
。チ
マッ
テ
ィ

神
父
が
生
徒
た
ち
に
語
っ
た
日
本
で
の
宣
教
の
話
に
彼
は
強
い
関

心
を
抱
き
、
司
祭
へ
の
道
を
志
す
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
中
学

を
終
え
転
入
し
た
キ
エ
リ
の
神
学
校
の
聖
堂
に
は
日
本
26
聖
人
殉

教
者
の
壁
画
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
つ
め
な
が
ら
宣
教
師
と
な
っ
て

日
本
へ
行
く
こ
と
を
心
に
決
め
て
い
た
と
い
う
。

　

チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
に
率
い
ら
れ
た
宣
教
団
と
共
に
、
タ
シ
ナ
リ

神
学
生
は
故
郷
に
別
れ
を
告
げ
、
１
９
３
０
年
１
月
27
日
、
日
本

に
上
陸
。
以
来
、日
本
が
大
き
く
変
貌
す
る
時
代
を
、チ
マ
ッ
テ
ィ

神
父
の
姿
に
な
ら
い
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
よ
う
に
生
き
抜
い
た
。

● 
愛
す
る
人
柄
に
な
っ
た
ら
何
で
も
で
き
る

　

戦
争
末
期
、
外
国
人
が
当
局
の
監
視
下
に
あ
る
中
、
宣
教
師

や
神
学
生
た
ち
は
長
野
県
の
野
尻
湖
に
疎
開
し
て
い
た
が
、
神

学
院
長
だ
っ
た
タ
シ
ナ
リ
神
父
は
東
京
と
行
き
来
す
る
際
、
戦

禍
を
逃
れ
て
上
野
駅
周
辺
に
集
ま
る
悲
惨
な
境
遇
の
子
ど
も
た

ち
を
目
に
し
た
。
終
戦
の
年
、
チ
マッ
テ
ィ
管
区
長
は
タ
シ
ナ
リ
神

父
の
訴
え
を
受
け
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
救
済
事
業
を
始
め
る
こ

と
に
し
た
。
こ
う
し
て
東
京
サ
レ
ジ
オ
学
園
が
創
立
。「
若
き
タ
シ

ナ
リ
神
父
が
、
上
野
駅
あ
た
り
に
い
た
行
き
場
の
な
い
少
年
を
、

自
分
の
自
転
車
の
後
ろ
に
乗
せ
て
、
練
馬
の
畑
の
中
を
子
ど
も
と

話
し
な
が
ら
自
転
車
を
走
ら
せ
て
い
る
」。
溝
部
脩
司
教
は
タ
シ

ナ
リ
神
父
の
忘
れ
ら
れ
な
い
姿
を
こ
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　

若
く
し
て
宮
崎
の
小
神
学
校
校
長
、
修
練
院
・
神
学
院
院
長
、

東
京
サ
レ
ジ
オ
学
園
園
長
、
管
区
長
を
務
め
、
そ
の
後
も
日
向

学
院
校
長
、
育
英
高
専
校
長
と
し
て
、
数
多
く
の
会
員
と
生
徒

を
育
て
た
。
タ
シ
ナ
リ
神
父
に
育
て
ら
れ
た
会
員
は
、
貧
し
く

厳
し
い
生
活
の
中
で
“
父
”
に
愛
さ
れ
た
家
庭
の
楽
し
い
思
い
出
、

「
当
意
即
妙
、
お
お
ら
か
な
精
神
性
と
信
念
」（
金
子
賢
之
介

神
父
）
を
忘
れ
な
い
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
研
究
や
、
戦
争
に
散
っ
た
日
本
人
サ
レ
ジ
オ
会
員

の
伝
記
執
筆
に
も
表
れ
る
タ
シ
ナ
リ
神
父
の
日
本
へ
の
愛
、
自
分

の
功
績
に
こ
だ
わ
ら
な
い
姿
は
、
福
音
を
伝
え
る
た
め
「
愛
す

る
人
柄
に
な
っ
た
ら
何
で
も
で
き
る
」（
溝
部
司
教
）
こ
と
を
私

た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。

● 

価
値
あ
る
も
の
、
そ
れ
は
永
遠
の
も
の
だ
け

　

葬
儀
ミ
サ
の
直
前
、
師
の
机
の
中
か
ら
「
望
み
」
と
題
さ
れ

た
１
９
９
４
年
10
月
２
日
付
の
手
紙
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
手
紙

は
、
彼
を
生
か
し
て
い
た
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る
。

  「
私
は
神
の
み
旨
な
ら
ば
、
日
本
で
生
涯
を
終
え
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
サ
レ
ジ
オ
会
員
と
し
て
の
召
命

を
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
様
の
近
く
で
過
ご
さ
せ

て
く
だ
さ
っ
た
神
に
、
私
は
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
た
く
さ
ん
頂
い
た
恵
み
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
悔
や
み
ま
す
。
…
…
聖
マ
リ
ア
、
今
も
臨
終
の
時
も
、

私
た
ち
の
た
め
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
価
値
あ
る
も
の
、
そ
れ

は
永
遠
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。」

　

私
た
ち
は
、
こ
の
「
も
う
一
人
の
ド
ン
・
ボ
ス
コ
」
を
日
本
に

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
神
に
感
謝
し
て
や
ま
な
い
。
ド
ン・

タ
シ
ナ
リ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

あ
な
た
の
涙
と
苦

労
、
あ
な
た
の
ユ
ー
モ
ア
と
愛
を
、
私
た
ち
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
私

た
ち
を
ど
う
ぞ
見
守
り
、
私
た
ち
の
た
め
に
祈
っ
て
く
だ
さ
い
！

（
文
／
サ
レ
ジ
オ
会
）

クロドヴェオ・タシナリ
サレジオ会司祭。1912 年イタリア・モ
デナ生まれ。1930 年来日。1936 年
司祭叙階。サレジオ神学院院長、
東京サレジオ学園園長（創立）、サ
レジオ会日本管区長、日向学院中学
校・高等学校校長、育英高専校
長、杵築教会主任司祭などを歴任。
2012 年 1月別府にて99 歳で帰天。

ありがとう！タシナリ神父
日本を愛した宣教師

文 

● 

斉
藤
み
づ
き　
星
美
学
園
小
学
校　

５
年
Ｃ
組
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お知らせ

武
井
ア
ン
ト
ニ
オ
新
司
祭
が
誕
生

　

２
０
１
２
年
３
月
10
日
、
武
井
ア
ン
ト
ニ
オ

（
ブ
イ
・
ズ
イ
・
ト
ゥ
イ
）
氏
の
司
祭
叙
階
式

が
岡
田
武
夫
大
司
教
の
司
式
に
よ
り
、
碑
文
谷

教
会
で
行
わ
れ
た
。
彼
の
恩
人
で
あ
る
司
祭
た

ち
も
ベ
ト
ナ
ム
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
駆
け

つ
け
、
ベ
ト
ナ
ム
の
聖
歌
隊
の
エ
ギ
ゾ
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
と
、
碑
文
谷
教
会
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
聖
歌
が
武
井
新
司
祭
を
祝
福
し
、
教
会
の
大

き
な
喜
び
を
表
し
て
い
た
。
武
井
神
父
は
叙
階

式
の
感
謝
の
挨
拶
の
中
で
、「
も
し
私
が
日
本

に
来
て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
は
今
こ
こ
に
立
っ
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
自
分
の
召
命

を
確
固
な
も
の
に
し
た
の
は
、
こ
の
日
本
に
お

い
て
で
す
」
と
話
し
た
。
翌
11
日
、
調
布
教

会
に
お
い
て
初
ミ
サ
が
執
り
行
わ
れ
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
の
悲
し
み
の
日
に
、

武
井
新
司
祭
は
大
き
な
希
望
を
も
た
ら
し
た
。

　

武
井
神
父
は
１
９
７
８
年
ベ
ト
ナ
ム
で
生
ま

れ
、
20
歳
の
時
来
日
。
２
０
０
３
年
サ
レ
ジ
オ

会
員
と
し
て
初
誓
願
、
上
智
大
学
神
学
部
と
聖

ア
ン
ト
ニ
オ
神
学
院
で
学
び
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
留
学
を
経
て
司
祭
叙
階
。
武
井
神
父
の
明

る
く
ほ
が
ら
か
な
人
柄
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。
＊

サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の

ラ
ン
ゴ
ア
総
長
が
来
日
、
被
災
地
も
訪
問

　

２
０
１
２
年
５
月
18
～
22
日
、
サ
レ
ジ
ア
ン
・

シ
ス
タ
ー
ズ
の
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
ラ
ン
ゴ
ア
総
長

が
来
日
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
や
日
本
管

区
の
支
部
を
訪
問
し
、
大
分
で
は
大
分
聖
ヨ
ゼ

フ
修
道
院
と
聖
堂
の
落
成
式
に
も
参
加
し
た
。

　

２
０
０
８
年
に
総
長
に
就
任
以
来
、
総
長
は

日
本
訪
問
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
が
、
昨
年
３

月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
苦
し
み
の
う
ち

に
あ
る
日
本
の
人
々
に
寄
り
添
い
、連
帯
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
た
。

日
本
の
人
々
が
非
常
に
困
難
で
悲
惨
な
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
、
落
ち
着
い
て
、
強
く
連
帯
し

助
け
合
う
姿
に
、
世
界
中
の
姉
妹
た
ち
も
勇
気

づ
け
ら
れ
た
と
話
し
た
。

　

日
本
の
若
者
に
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
っ
た
。
「
心
に
大
き
な
夢
を
も
っ
て
く

だ
さ
い
。
小
さ
な
や
さ
し
い
目
標
に
満
足
し
な

い
で
、
自
分
自
身
を
他
人
に
与
え
て
生
き
る
に

ふ
さ
わ
し
い
者
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
希
望
が
も
っ
と
大
き
く
な
れ
ば
、未
来
は
も
っ

と
美
し
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
希
望

が
主
イ
エ
ス
で
あ
る
な
ら
、
イ
エ
ス
は
生
涯
を

意
味
と
喜
び
に
満
ち
た
も
の
に
し
、
ド
ン
・
ボ

ス
コ
が
約
束
し
た
と
お
り
、
今
も
後
の
世
に
お

い
て
も
幸
せ
な
も
の
に
す
る
で
し
ょ
う
。」

　

日
本
の
サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
修
道
女

に
対
し
て
は
、
す
べ
て
の
時
間
と
生
活
を
教
育

の
使
命
に
さ
さ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
対
話

し
な
が
ら
活
発
な
社
会
事
業
に
励
ん
で
お
り
、

協
働
者
と
サ
レ
ジ
オ
家
族
、
教
会
と
さ
ら
に
広

い
地
平
へ
と
開
か
れ
て
い
く
希
望
を
見
い
だ
し

た
と
評
価
。
ま
た
、
新
た
な
召
命
の
不
足
、
修

道
女
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
、
現
代
社
会
に
お

け
る
修
道
生
活
と
教
育
使
命
へ
の
挑
戦
な
ど
の

苦
労
に
立
ち
向
か
う
よ
う
励
ま
し
、「
皆
さ
ん

の
召
命
を
愛
し
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
り
、
希
望
と
喜
び
を
も
た
ら
す
者

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

教
育
に
つ
い
て
、
若
者
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

若
者
と
共
に
働
き
な
が
ら
、
若
者
を
主
役
に
す

る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
強
調
。
若
者
の
人
生
や

喜
び
、
深
い
渇
き
に
寄
り
添
い
、
存
在
に
意
味

と
方
向
付
け
を
与
え
る
よ
う
な
希
望
を
示
し
、

若
者
自
身
の
心
に
あ
る
霊
性
や
価
値
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
よ
う
助
け
よ
う
と
語
っ
た
。
＊

『
カ
ト
リ
ッ
ク
生
活
』
１
０
０
０
号
が
間
近

　

今
年
の
10
月
号
で
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
発
行

の
月
刊
誌
『
カ
ト
リ
ッ
ク
生
活
』
が
１
０
０
０

号
を
迎
え
る
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
と
し

て
は
一
番
歴
史
が
あ
り
、
戦
時
中
、
紙
不
足
な

ど
に
よ
る
一
時
中
断
以
外
、
84
年
間
ほ
ぼ
途
切

れ
る
こ
と
な
く
発
行
し
続
け
た
こ
と
に
な
る
。

　

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）
５
月
24
日
に
『
ド

ン
・
ボ
ス
コ
』
第
１
号
発
行
。
初
期
は
、
サ
レ

ジ
オ
会
が
担
当
し
て
い
た
宮
崎
県
・
大
分
県
の

教
区
報
と
し
て
、
ま
た
は
サ
レ
ジ
オ
会
機
関

と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
サ
レ
ジ

オ
会
の
事
業
の
東
京
移
転
な
ど
の
発
展
に
伴

い
、
教
区
を
越
え
た
全
国
紙
と
し
て
成
長
し

て
い
く
。
戦
後
、『
か
ら
し
だ
ね
』（
２
０
１
～

２
７
２
号
）
と
改
題
し
た
が
、
農
業
雑
誌
と
間

違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
１
９
５
２
年
に
故
バ

ル
バ
ロ
神
父
が
『
カ
ト
リ
ッ
ク
生
活
』（
２
７
３

号
～
）
に
。
２
回
の
名
称
変
更
を
経
て
の
通
算

１
０
０
０
号
で
あ
る
。

　

来
日
２
年
後
に
発
行
を
始
め
た
チ
マ
ッ
テ
ィ

神
父
を
初
め
初
期
の
宣
教
師
た
ち
の
熱
意
に
圧

倒
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
後
継
続
し
て
き
た
サ
レ

ジ
オ
会
員
や
信
徒
協
働
者
の
努
力
、
そ
し
て
な

に
よ
り
も
読
者
の
方
々
の
励
ま
し
に
よ
り
達
成

で
き
た
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。
＊

ドン・ボスコの風
読者プレゼント

応募方法：
お名前（フルネーム）・住所・年齢・ご職業とご希望のプレ
ゼント（A・B・C）いずれか一つを明記し、本誌のご感
想をお書き添えの上、Eメールまたはハガキで下記宛先ま
でお送りください。

【Eメールの場合】
DB-no-kaze@donboscojp.org

【ハガキの場合】
〒160-0004
東京都新宿区四谷1-9-7 ドン・ボスコ社内

「ドン・ボスコの風」編集事務局

応募締切： 2012年9月31日消印有効

当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。
ご応募いただいたお客様の個人情報は賞品の発送のみに使用し、
その他には一切使用致しません。

PRESENT

（A,C はドン・ボスコ社提供 www.donboscosha.com）

マンマ・
マルゲリタ
ドン・ボスコの母

ドン・ボスコの母マルゲリタは、
ヨハネ少年をゆるぎない信仰で
導き、身寄りのない少年たち母
となった。神の摂理にすべてを
委ねた母の物語。

ピーター・ラッピン著　柳沼千賀子訳
四六判並製　288頁
ドン・ボスコ社

A

5名様

戦災孤児の60年
孤児院に育った
子供達の記録

本誌 p.11「孤児園の子どもた
ちの父と母」の著者・中田鈴
雄さんによる、ドン・ボスコ学
園と戦後 60 年の日々を描い
た作品。

桜田鈴雄著
四六判並製　225頁
新風舎刊

B

10名様

ルルドの泉
卓上置物
組立キット

フランス・ルルドの泉のかわい
い組立キット。ルルドの洞窟、
大聖堂、聖母マリア、ベルナ
デッタ、羊たちをあなたの卓
上に。

イタリア製　10×15㎝

C

5名様

岡田武夫大司教による
按手

創刊号の『ドン・ボスコ』
第 1 号

『カトリック生活』に
改題した 273 号

武井アントニオ神父

大船渡の仮設住宅を訪問別府修学院で志願者たちと共に

次号No.10は2013年1月発行予定です。「ドン・ボスコの風」バックナンバーは、
サレジオ会ホームページ http://salesians.jpでご覧いただけます。

トップページの「ライブラリー」→「ドン・ボスコの風」
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サレジオ会総長メッセージ
Message from Rector Major

神は
苦しみの時も、希望の時も、
共にいてくださる

今も苦しまれる被災地の方 と々日本の皆様へ

　私は一瞬のうちに多大な苦しみと破壊と死をもたらした津波の映像

を前にして大変心を痛めていました。また同時に私はこの艱難を前に

しての日本人の姿に大変感銘を受けました。その団結力、連帯感、

他人への意識、決して落ち込むことなく新しい社会を築いていこうとい

う姿勢。

　このような苦難を前にして浮かび上がってくる疑問はいつも「なぜ？」

ということです。「なぜこんなことが起こるのか？」

　それに対しての明らかな答えは決して見つかるものではありません。

　すると次に起こってくる疑問は「神はどこにいるのか？」ということです。

　そのとき、私たちはイエスの十字架を黙想しながら、こう言わなくて

はなりません。「神は共にそこにいるのです」と。神はこの不当な苦し

みを共にしながらそこにいるのです。と同時に、神はその希望をも私

たちと共にしてくださっています。その希望とは、最後に残るのは死ではなく、唯一死に打ち勝つことがで

きる「愛」なのだ、ということなのです。

サレジオ会総長

パスクアール・チャーベス神父

2012 年 5月　ローマ本部でのインタビューより




